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﹇1

﹈
本
稿
は
、
銀
行
振
込
取
引
と
い
う
法
現
象
を
、
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
最
判
平
成
八
・
四
・
二
六
が
示
し

た
振
込
取
引
の
抽
象
性
な
い
し
無
因
性
、
す
な
わ
ち
、
入
金
記
帳
行
為
に
よ
る
預
金
債
権
の
発
生
と
、
振
込
取
引
の
実
質
関
係
と
の
効
力

的
牽
連
の
切
断
と
い
う
現
象
を
正
当
化
し
つ
つ
、
そ
の
一
方
に
お
い
て
ま
っ
た
く
振
込
依
頼
人
の
意
思
に
基
か
な
い
資
金
移
動
か
ら
の
そ

の
正
当
化
根
拠
を
奪
う
こ
と
を
帰
結
す
る
、
指
図
（délégation

）
の
構
成
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

（
1
）
最
二
小
判
平
八
年
判
批
―
―
塩
畑
一
男
・
銀
法
五
二
四
号
一
頁
、
野
村
豊
弘
・
金
判
九
九
九
号
二
頁
、
伊
藤
壽
英
・
金
判
一
〇
〇
一
号
四
三
頁
、
川
田
悦

男
・
金
法
一
四
五
二
号
四
頁
、
木
南
敦
・
金
法
一
四
五
五
号
一
一
頁
、
石
井
眞
司
・
金
法
一
四
六
一
号
四
頁
、
岩
原
紳
作
・
金
法
一
四
六
〇
号
一
四
頁
、
牧
山

市
治
・
金
法
一
四
六
七
号
一
二
頁
、
松
岡
久
和
・
ジ
ュ
リ
平
八
重
判
七
三
頁
、
前
田
達
明
・
判
評
四
五
六
号
三
〇
頁(

判
時
一
五
八
五
号
一
九
二
頁)

、
大
西
武

士
・
判
タ
九
一
八
号
一
四
頁
、
中
田
裕
康
・
法
教
一
九
四
号
一
三
〇
頁
、
花
本
広
士
・
法
セ
ミ
五
〇
二
号
八
八
頁
、
秦
光
昭
・
法
時
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
一

九
九
七(

下)

一
一
頁
、
柴
崎
・
早
稲
田
法
学
七
五
巻
一
号
三
〇
一
頁
。
論
説
―
―
小
笠
原=

川
田=

後
藤=

野
村=

松
本
「
誤
振
込
と
預
金
の
成
否
を
め
ぐ
る

諸
問
題
」
金
法
一
四
五
五
号
一
九
頁
、
菅
原
胞
治
「
原
因
関
係
を
欠
く
振
込
取
引
の
効
力(

上)(

下)

預
金
債
権
の
成
立
と
免
責
理
論
」
銀
法
五
一
五
号
二
六

頁
・
五
一
六
号
三
八
頁
、
山
田
誠
一
「
誤
っ
た
資
金
移
動
取
引
と
不
当
利
得
―
―
最
三
判
平
三
・
一
一
・
一
九
を
手
が
か
り
と
し
て(

上)(

下)

」
金
法
一
三
二

四
号
一
二
―
二
〇
頁
、
一
三
二
五
号
二
三
―
三
〇
頁
、
石
井=

伊
藤=

上
野
「
振
込
依
頼
人
に
よ
る
誤
振
込
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
」
銀
法
五
二
四
号
、
今
井
克

典
「
振
込
シ
ス
テ
ム
の
法
的
構
成(

一
〜
五
完)

」
名
法
一
六
〇
―
一
六
四
号
、
大
西
武
士
「
全
銀
内
為
制
度
に
お
け
る
振
込
の
法
的
性
質
（
一
）
〜
（
三
）」
手

研
四
四
四
号
四
―
一
三
頁
、
四
四
六
号
二
四
―
三
一
頁
、
四
四
七
号
二
八
―
三
五
頁
。
早
川
徹
「
誤
振
込
と
預
金
の
成
否
」
関
法
四
七
巻
三
号
四
九
頁
以
下
、

田
邊
光
政
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
振
替
取
引
―
―
現
金
を
用
い
な
い
合
理
的
支
払
取
引
―
―
」
阪
南
論
集
一
一
巻
二
号
一
五
頁
以
下
、
松
井
雅
彦
「
西
ド
イ
ツ
振

替
取
引
に
お
け
る
『
貸
方
記
帳
』
に
つ
い
て
」
同
志
社
法
学
三
一
巻
五
・
六
号
三
四
九
頁
以
下
。
単
行
書
―
―
後
藤
紀
一
・
振
込
・
振
替
の
法
理
と
支
払
取
引

(

一
九
八
六
年
、
信
山
社)

、
特
に
、
入
金
記
帳
行
為
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
八
六
―
一
〇
六
頁
、
不
当
利
得
と
対
価
関
係
欠
缺
に
つ
い
て
一
六
六
―
一
六
八
頁
、

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
誤
記
帳
訂
正
権
に
つ
い
て
二
一
四
―
二
三
二
頁
、
木
内
宜
彦
・
金
融
法(

一
九
八
九
年
、
青
林
書
院)

、
西
尾
信
一
・
銀
行
取
引
の
法
理
と

実
際(

一
九
九
八
年
、
日
本
評
論
社)

、
森
田
宏
樹
「
振
込
取
引
の
法
的
構
造
―
―
『
誤
振
込
』
事
例
の
再
検
討
―
―
」
中
田
裕
康=

道
垣
内
弘
人
編
・
金
融
取

引
と
民
法
法
理(

有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年)

一
二
三
―
一
九
八
頁
、H

A
M

E
L

(Joséph),
B

anques
et

opérations
de

banque,
tom

e
2,

1943,
pp

221-323;

C
A

B
R

IL
L

A
C

(M
ichel),C

héque
et

virem
ent,2e

ed.,1980,L
itec.

未
熟
な
が
ら
私
見
を
展
開
し
た
柴
崎
「
振
込
取
引
に
お
け
る
入
金
記
帳
の
『
抽
象
性
』」

(

1)

(

2)
(

3)
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山
形
大
学
法
政
論
叢
一
三
号
一
―
三
四
頁
。
近
時
在
澤
英
俊
「
無
因
契
約
と
し
て
の
入
金
記
帳
―
―
平
成
八
年
判
決
を
契
機
に
―
―
」
慶
応
義
塾
大
学
法
学
政

治
学
論
究
七
三
号
一
四
三
頁
以
下
を
見
る
が
、
従
前
の
有
力
な
見
解
に
倣
っ
て
無
因
債
務
承
認
が
日
本
私
法
で
自
明
に
法
認
さ
れ
て
い
る
と
の
立
場
を
採
る
。

（
2
）
本
稿
の
出
発
点
は
、
前
田
達
・
前
掲
判
評
四
五
六
号
三
四
頁
に
お
い
て
示
さ
れ
た
「
仮
に
振
込
に
『
無
因
的
性
質
…
』
を
認
め
る
と
し
て
も
、
本
件
〔
最
判

平
成
八
年
…
…
引
用
者
〕
は
、
振
込
行
為
そ
の
も
の
の
錯
誤
…
…
で
あ
っ
て
、
…
…
民
法
第
九
五
条
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
認
識
に
他
な
ら
な
い
。

こ
の
視
点
は
お
そ
ら
く
、
野
村
豊
・
前
掲
金
判
九
九
九
号
二
頁
を
は
じ
め
と
し
て
、
民
法
学
説
に
お
い
て
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

（
3
）
特
に
、
入
金
記
帳
を
無
因
債
務
承
認
と
解
す
る
立
場
で
は
、
こ
の
「
ま
っ
た
く
振
込
依
頼
人
の
意
思
に
基
か
な
い
資
金
移
動
か
ら
の
そ
の
正
当
化
根
拠
を
奪

う
」
こ
と
は
で
き
な
い
（
不
当
利
得
法
に
よ
る
救
済
の
み
が
認
め
ら
れ
る
）。
そ
の
一
方
で
、
単
純
に
消
費
寄
託
一
般
そ
の
も
の
と
し
て
振
込
の
過
程
を
説
明

し
よ
う
と
す
れ
ば
、
最
判
が
認
め
る
「
預
金
債
権
の
発
生
と
、
振
込
取
引
の
実
質
関
係
と
の
効
力
的
牽
連
の
切
断
」
が
満
た
さ
れ
な
い
。
二
つ
の
要
求
を
同
時

に
満
た
し
う
る
解
は
、
入
金
記
帳
に
よ
る
返
還
約
束
が
、
当
該
返
還
約
束
外
の
、
振
込
依
頼
人
の
意
思
表
示
の
有
効
性
に
依
存
す
る
制
度
を
想
定
す
る
以
外
に

は
な
い
。
同
様
の
着
想
は
、
既
に
藤
田
寿
夫
「
三
者
不
当
利
得
―
―
振
込
・
指
図
を
中
心
に
」
法
時
七
六
巻
五
号
八
九
頁
以
下
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
入
金
記
帳
無
因
債
務
承
認
説
と
比
べ
る
と
は
る
か
に
過
剰
行
為
の
危
険
が
減
殺
さ
れ
う
る
。
指
図
の
観
念
に
拠
る
振
込
取
引
の
分
析

は
、
こ
れ
を
多
角
的
法
律
関
係
（
椿
寿
夫
「
民
法
学
に
お
け
る
幾
つ
か
の
課
題
」（
七
）
法
教
二
三
二
号
五
七
頁
に
い
う
「
三
者
全
員
が
文
字
通
り
契
約
当
事

者
と
し
て
向
か
い
合
う
」「
安
全
」
で
あ
る
反
面
「
処
理
が
簡
便
」
で
な
い
古
代
由
来
の
制
度
の
多
角
的
法
律
関
係
の
類
型
に
該
当
す
る
。
一
般
に
は
「
全
員

参
加
型
多
角
的
法
律
関
係
」
は
「
安
全
」
を
過
度
に
重
視
し
迅
速
性
が
劣
る
と
い
わ
れ
る
も
の
の
、
指
図
理
論
に
よ
れ
ば
振
込
依
頼
人
の
関
与
に
よ
る
当
事
者

の
意
思
保
護
（
安
全
）
を
保
障
し
つ
つ
、
指
図
の
も
た
ら
す
抽
象
性
に
よ
っ
て
法
律
関
係
の
迅
速
・
簡
便
な
処
理
を
確
保
す
る
こ
と
が
同
時
に
満
た
さ
れ
得
る
）

と
し
て
考
察
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
入
金
記
帳
は
、
決
し
て
自
足
的
で
孤
立
し
た
単
純
約
束
で
は
な
い
。
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一

振
込
取
引
と
入
金
記
帳
の
法
的
構
成

﹇2
﹈

振
込
取
引
に
よ
る
預
金
の
成
立
は
、
被
仕
向
銀
行
に
よ
る
入
金
記
帳
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
定
的
と
な
る
。
こ
の
預
金

の
成
立
を
ど
の
よ
う
な
行
為
と
し
て
私
法
上
性
質
決
定
す
る
べ
き
か
が
論
じ
ら
れ
よ
う
。

受
取
人
は
被
仕
向
銀
行
と
の
間
で
締
結
す
る
基
本
契
約
に
よ
っ
て
預
金
を
予
約
し
て
い
る
。
預
金
規
定
ひ
な
形
の
類
で
は
、
内
国
為
替

に
よ
る
預
金
の
受
け
入
れ
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
預
金
は
一
般
に
は
金
銭
消
費
寄
託
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
寄
託
の
要
物
契
約
性
を
考
慮

す
れ
ば
、
為
替
に
よ
る
入
金
は
厳
密
に
言
え
ば
そ
れ
に
よ
っ
て
要
物
性
を
充
足
す
る
も
の
で
は
な
い
（
日
銀
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
仕
向
・
被

仕
向
銀
行
間
の
一
種
の
集
団
的
交
互
計
算
が
な
さ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
）
か
ら
、
い
っ
た
ん
別
の
権
原
で
成
立
し
た
債
権
に
準
消
費

寄
託
を
も
っ
て
預
金
債
権
た
る
性
格
を
付
与
す
る
取
引
と
で
も
解
す
る
ほ
か
に
な
い
（
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
消
費
寄
託
説
は
正
し
い
）。

し
た
が
っ
て
預
金
の
成
否
を
問
う
上
で
、
明
ら
か
に
し
て
お
く
べ
き
な
の
は
、
こ
こ
に
い
う
別
の
権
原
に
よ
る
債
権
を
発
生
さ
せ
る
行
為

と
は
な
に
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

譲
渡
説
（
指
名
債
権
譲
渡
の
観
念
に
よ
る
説
明
）
に
も
難
点
が
あ
る
。
振
込
受
取
人
は
債
権
の
譲
受
人
で
は
な
い
。
仮
に
そ
の
よ
う
な

構
成
を
用
い
る
と
す
る
と
、
一
旦
は
被
仕
向
銀
行
に
よ
る
債
務
引
受
が
行
わ
れ
、
そ
の
上
で
依
頼
人
か
ら
受
取
人
へ
の
指
名
債
権
譲
渡
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
み
る
か
、
被
仕
向
銀
行
に
対
し
て
依
頼
人
か
ら
仕
向
銀
行
に
対
し
て
有
す
る
預
金
債
権
を
指
名
債
権
譲
渡
し
こ

の
給
付
を
預
金
の
受
け
入
れ
の
原
資
に
充
当
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
と
き
、
出
発
点
と
し
て
依
頼
人
が
仕
向
銀
行
に
対
し
て

債
権
を
有
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
た
め
、
当
座
貸
越
に
よ
る
資
金
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
債
務
引
受
も
債
権
譲
渡
も
目
的

物
を
欠
く
行
為
と
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
指
名
債
権
譲
渡
は
、
確
定
日
付
証
書
で
確
認
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
対
抗
要
件
を
欠
く

(

4)

(

5)

(

6)
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こ
と
と
な
り
、
振
込
依
頼
人
の
債
権
者
が
こ
の
預
金
債
権
を
差
押
え
た
場
合
に
は
、
受
取
人
は
預
金
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
そ
れ
で

よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

無
因
債
務
承
認
説
に
よ
れ
ば
、
今
度
は
過
剰
行
為
と
な
る
危
険
が
つ
き
ま
と
う
。
実
体
法
的
な
意
味
に
お
け
る
無
因
債
務
承
認
と
し
て

入
金
記
帳
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
原
因
関
係
（
依
頼
人
と
預
金
者
と
の
関
係
）、
資
金
関
係
（
依
頼
人
と
仕
向
銀
行
・
仕
向
銀

行
と
被
仕
向
銀
行
）
か
ら
の
独
立
は
勿
論
の
こ
と
、
振
込
依
頼
人
に
お
い
て
全
く
何
ら
預
金
成
立
を
意
欲
し
て
い
な
い
場
面
（
例
え
ば
、

仕
向
銀
行
の
自
発
的
過
誤
振
込
通
知
）
に
お
い
て
さ
え
、
入
金
記
帳
は
そ
れ
自
体
と
し
て
独
立
の
法
律
要
件
と
し
て
預
金
債
権
を
発
生
さ

せ
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
振
込
依
頼
人
・
仕
向
銀
行
の
関
係
に
委
任
、
仕
向
・
被
仕
向
の
関
係
に
復
委
任
の
観
念
を
用

い
る
見
解
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
者
間
の
実
質
関
係
を
描
写
す
る
も
の
と
し
て
は
正
し
い
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
な
ら
ば
、
そ
の
委
任
の
内

容
の
と
ら
え
か
た
に
よ
っ
て
は
、
事
柄
を
正
し
く
説
明
で
き
な
い
。
債
務
の
弁
済
・
立
替
払
の
委
任
で
あ
る
と
い
う
な
ら
、
弁
済
に
よ
っ

て
消
滅
す
べ
き
債
務
が
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
、
委
任
事
務
自
体
が
原
始
不
能
で
あ
り
、
こ
れ
を
目
的
と
す
る
財
産
移
動
に
は
給
付
保
持

力
が
伴
わ
な
い
。
こ
の
見
解
で
は
入
金
記
帳
の
部
分
だ
け
を
こ
の
委
任
と
は
独
立
さ
せ
て
、
無
因
債
務
承
認
と
解
す
る
し
か
な
い
は
ず
で

あ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
今
度
は
偽
造
振
込
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
、
振
込
な
ど
と
い
う
事
実
が
ま
っ
た
く
存
在
し
て
お
ら
ず
、
被
仕

向
銀
行
の
過
誤
に
よ
り
、
か
つ
、
重
過
失
あ
る
錯
誤
に
よ
っ
て
こ
れ
が
な
さ
れ
る
と
、
無
か
ら
有
を
生
じ
る
よ
う
に
、
預
金
が
発
生
す
る

こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。
果
た
し
て
合
理
的
な
解
決
で
あ
ろ
う
か
。
ま
し
て
や
日
本
私
法
に
お
い
て
無
因
債
務
承
認
を
許
容
す
べ
き
か

も
議
論
が
あ
る
こ
と
に
は
多
言
を
要
さ
な
い
。

﹇3

﹈「
原
因
関
係
必
要
説
」

ま
た
、
い
ず
れ
の
性
質
決
定
を
採
る
に
し
て
も
、
原
因
関
係
が
存
在
し
な
い
場
合
の
振
込
に
よ
る
預

金
の
不
成
立
を
主
張
す
る
こ
と
は
論
外
で
あ
ろ
う
。
振
込
自
体
の
意
思
表
示
に
は
原
因
関
係
の
如
何
は
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る

（
こ
の
よ
う
な
意
思
を
当
事
者
が
有
す
る
も
の
と
し
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
拠
と
し
て
振
込
の
仕
組
の
経
済
的
役
割
を
示
し
た

(

7)
(

8)

(

9)

（
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）

（
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）

（
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）
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最
判
平
成
八
年
の
判
旨
を
参
照
）。
さ
ら
に
い
え
ば
原
因
関
係
必
要
説
を
採
る
最
判
平
成
八
年
の
原
審
に
お
い
て
は
、
問
題
と
な
っ
て
い

る
の
が
第
三
者
異
議
の
訴
で
あ
る
の
に
、
必
要
説
の
結
果
預
金
不
成
立
を
観
念
す
る
の
で
、
差
押
の
対
象
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
主
張
す

る
こ
と
と
な
る
か
ら
、
却
っ
て
第
三
者
異
議
の
訴
は
棄
却
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
こ
で
は
原
因
関
係
必
要
説
を
採
る
実
益
は
な
い
（
他
方

差
押
債
権
者
も
第
三
債
務
者
に
取
立
が
で
き
な
い
。
債
権
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
）。

﹇4

﹈
預
金
通
貨
説

こ
の
よ
う
な
契
約
法
的
性
質
決
定
を
放
棄
し
、
こ
れ
を
「
預
金
通
貨
」
と
い
う
金
銭
で
も
動
産
で
も
な
い
、
民

法
が
認
め
な
い
よ
う
な
特
別
な
財
貨
の
移
転
と
と
ら
え
る
立
場
も
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
命
名
」
は
そ
の
経
済
上
の
目
的

を
示
す
用
語
と
し
て
は
と
も
か
く
も
、
法
学
的
な
性
質
決
定
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
一
般
私
法
に
お
け
る
財
産
の
分
類
体
系
そ
の
も
の
に
修

正
を
強
い
る
立
論
と
な
ろ
う
。
勿
論
そ
の
よ
う
な
新
し
い
財
産
的
概
念
を
承
認
し
、
一
部
に
お
い
て
は
有
価
証
券
や
動
産
取
引
と
同
じ
論

理
を
及
ぼ
す
と
い
っ
た
関
心
が
あ
り
得
る
こ
と
は
筆
者
も
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
こ
の
立
場
で
は
振
込
取
引
に
ど
の

よ
う
な
要
件
・
効
果
を
認
め
る
べ
き
か
の
判
断
の
基
準
と
し
て
は
無
力
で
あ
り
、
制
度
を
め
ぐ
る
当
事
者
の
権
利
義
務
が
恣
意
的
に
取
り

扱
わ
れ
る
こ
と
の
防
壁
に
な
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

﹇5

﹈
指
図
説

委
任
で
も
な
く
、
譲
渡
で
も
な
く
、
寄
託
で
も
な
く
、
無
因
債
務
承
認
の
観
念
に
も
よ
ら
ず
、
振
込
の
撤
回
不
能

性
・
抽
象
性
を
保
障
す
る
と
と
も
に
偽
造
振
込
の
場
合
は
そ
の
効
力
を
否
定
で
き
る
想
定
し
う
る
法
律
構
成
と
し
て
選
び
採
ら
れ
る
の
が

指
図
説
で
あ
る
。
指
図
（d

élégation

）
と
は
、
三
当
事
者
の
意
思
表
示
に
よ
っ
て
成
立
す
る
法
律
行
為
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
被
指
図

人
が
指
図
受
取
人
に
対
し
て
給
付
を
約
束
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
質
関
係
に
故
障
が
あ
っ
て
も
指
図
へ
の
三
当
事
者
（
指
図
人

d
élégan

t

・
被
指
図
人d

élégu
é

・
指
図
受
取
人d

élégataire

）
の
同
意
そ
の
も
の
が
瑕
疵
を
帯
び
な
い
限
り
効
力
に
影
響
せ
ず
、
指
図
が
成

立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
金
関
係p

rovision

お
よ
び
対
価
関
係valeu

r
の
双
方
に
お
い
て
、
弁
済solvere

・
与
信cred

ere

・
恵

与d
o

n
are

の
目
的
が
実
現
さ
れ
る
。
指
図
に
よ
っ
て
債
務
者
と
な
る
べ
き
者
と
債
権
者
と
な
る
べ
き
者
と
が
承
諾
す
る
こ
と
は
い
う
ま

（
13
）

（
14
）

（
15
）
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で
も
な
い
が
、
第
三
者
で
あ
る
指
図
人
の
意
思
表
示
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
単
な
る
無
因
債
務
契
約
と
は
区
別
さ
れ
る
。

現
行
の
日
本
民
法
典
に
は
指
図
の
根
拠
規
定
が
な
く
、
そ
の
た
め
指
図
の
機
能
は
指
名
債
権
譲
渡
、
債
務
引
受
、
第
三
者
の
た
め
に
す
る

契
約
等
に
よ
っ
て
分
担
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
指
図
の
適
用
場
面
の
す
べ
て
を
こ
の
よ
う
な
他
の
制
度
に
依
存
し
て
説

明
す
る
こ
と
に
は
か
な
ら
ず
限
度
が
あ
る
。
契
約
自
由
の
原
則
か
ら
、
債
務
免
除
と
支
払
約
束
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
指
図
の
帰
結
を

説
明
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
に
、
無
制
限
に
広
く
抗
弁
制
限
の
結
果
を
許
容
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は

既
に
他
に
還
元
で
き
な
い
ひ
と
つ
の
制
度
で
あ
る
。
法
文
上
の
根
拠
は
必
ず
し
も
定
か
で
は
な
い
が
、
債
権
法
の
体
系
が
論
理
必
然
的
に

要
求
す
る
欠
け
た
部
品
、
法
典
論
争
で
破
損
し
た
、
ド
ー
ム
建
築
の
要
石
（clef

de
voûte

）
で
あ
る
。

前
述
の
依
頼
人
と
仕
向
銀
行
と
の
間
の
委
任
は
、
被
指
図
人
で
あ
る
被
仕
向
銀
行
へ
の
指
図
の
意
思
表
示
で
あ
る
振
込
通
知
の
伝
達
の

み
を
事
務
の
内
容
と
す
る
準
委
任
と
み
る
べ
き
で
あ
る
（
そ
う
す
る
こ
と
で
、
他
店
振
込
の
場
合
と
店
内
振
込
の
場
合
と
を
同
じ
法
律
構

成
で
説
明
で
き
、
そ
れ
が
当
事
者
の
合
理
的
な
期
待
に
沿
う
解
釈
で
は
な
い
か
）。
指
図
の
有
す
る
特
殊
な
効
力
に
よ
り
、
被
指
図
人
た

る
被
仕
向
行
に
よ
る
指
図
の
引
受
で
あ
る
入
金
記
帳
は
実
質
関
係
上
の
債
権
の
不
存
在
に
よ
っ
て
効
力
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
消
費
寄
託
説

と
は
異
な
り
、
指
図
の
抽
象
性
に
よ
っ
て
、
仕
向
銀
行
に
対
す
る
資
金
の
提
供
や
手
数
料
の
支
払
い
が
将
来
に
繰
り
延
べ
ら
れ
て
い
る
場

合
に
、
振
込
依
頼
人
が
こ
れ
を
不
履
行
に
放
置
し
て
も
、
入
金
記
帳
に
よ
っ
て
預
金
が
成
立
す
る
。
た
だ
し
、
指
図
引
受
に
よ
っ
て
成
立

し
た
債
権
の
発
生
原
因
は
預
金
契
約
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
が
以
降
預
金
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
い
っ
た
ん
成

立
し
た
被
指
図
人
に
よ
る
債
務
負
担
を
、
準
消
費
寄
託
に
よ
っ
て
変
更
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
指
図
が
引
き
受
け
ら
れ
た
だ
け
で
は
、
そ

の
後
、
被
指
図
人
に
お
い
て
利
息
債
務
が
発
生
す
る
根
拠
が
明
ら
か
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

﹇6

﹈
偽
造
振
込
と
指
図
説

こ
の
理
論
に
よ
る
と
、
偽
造
振
込
の
場
合
に
は
指
図
全
体
が
、
す
な
わ
ち
振
込
取
引
全
体
が
無
効
で
あ

る
（
無
因
債
務
承
認
説
で
は
こ
の
場
合
に
は
預
金
が
成
立
し
て
し
ま
う
か
ら
、
実
体
と
し
て
存
在
し
得
な
か
っ
た
は
ず
の
残
高
の
存
在
を

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）



58tâtonnement 10号（2008）

否
定
す
る
特
殊
な
実
体
的
権
利
を
法
律
の
力
に
よ
っ
て
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
）。
偽
造
振
込
だ
け
で
な
く
、
重
過
失
の

な
い
錯
誤
に
よ
る
振
込
依
頼
―
―
例
え
ば
、
仕
向
銀
行
の
過
誤
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
エ
ラ
ー
が
生
じ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

に
よ
る
場
合
―
―
な
ど
も
同
様
に
無
効
で
あ
る
。

﹇7

﹈

日
本
私
法
に
と
っ
て
こ
の
学
説
が
受
け
入
れ
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
は
、
指
図
を
定
義
す
る
明
文
の
規
定
も
、
そ
れ
を
暗

示
す
る
規
定
も
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
二
三
年
日
本
民
法
財
産
編
に
は
、「
嘱
託
」
を
定
め
る
規
定
が
お
か
れ

て
い
た
。
明
治
二
九
年
民
法
の
起
草
者
ら
は
、
嘱
託
の
観
念
が
更
改
の
解
釈
に
お
い
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
し
、
現
代
に
お

い
て
も
「
一
括
支
払
シ
ス
テ
ム
」
と
い
っ
た
金
融
実
務
に
よ
り
適
合
す
る
も
の
は
指
名
債
権
譲
渡
よ
り
も
指
図
で
あ
る
。
観
念
通
知
で
あ

る
は
ず
の
指
名
債
権
質
入
の
承
諾
の
意
思
表
示
の
表
意
者
に
錯
誤
無
効
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
と
い
っ
た
判
例
（
最
判
平
成
八
・
六
・
一
八

裁
判
所
時
報
一
一
七
四
号
一
頁
）
の
存
在
は
、
問
題
が
譲
渡
よ
り
は
指
図
に
近
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
4
）
久
保
欣
哉
＝
関
英
昭
・
銀
行
取
引
契
約
（
叢
書
民
法
総
合
判
例
研
究
二
九
、
一
粒
社
、
増
補
版
・
一
九
八
九
年
）
一
頁
）。
た
だ
し
通
知
預
金
の
場
合
に
は
即

時
払
性
が
な
い
の
で
消
費
貸
借
に
近
く
（
松
本
貞
夫
・
銀
行
取
引
法
概
論
（
二
〇
〇
四
年
、
経
済
法
令
）
八
〇
頁
、
当
座
預
金
の
場
合
に
は
証
券
支
払
事
務
の

委
託
の
側
面
が
強
い
の
で
委
任
に
近
い
（
小
橋
一
郎
「
預
金
契
約
の
成
立
」
銀
行
取
引
法
講
座
（
上
）
一
一
三
頁
、
前
田
庸
「
当
座
勘
定
取
引
」
現
代
契
約
法

大
系
第
５
巻
・
金
融
取
引
契
約
（
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
）
一
一
五
―
一
一
六
頁
、
田
邊
光
政
「
当
座
預
金
」
金
融
取
引
法
大
系
第
２
巻
（
有
斐
閣
）
一
五
九

頁
）。

（
5
）
今
井
克
典
「
金
銭
債
務
の
決
済
と
は
何
か
」
金
法
一
七
〇
二
号
二
八
―
三
五
頁
、
今
井
克
典
「
振
込
シ
ス
テ
ム
の
法
的
構
成
」（
４
）
名
古
屋
大
学
法
政
論
集

一
六
三
号
一
七
九
―
一
九
二
頁
。
被
仕
向
銀
行
は
、
振
込
通
知
の
到
達
と
同
時
に
為
替
金
を
取
得
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
受
取
人
に
お
け
る
預
金
債
権
が
成
立
す

る
も
の
と
解
し
、
入
金
記
帳
は
資
金
解
放
の
条
件
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
と
説
く
。
偶
々
被
仕
向
銀
行
が
入
金
記
帳
を
速
や
か
に
行
っ
た
か
遅
滞
し
た
か
の
た
め

に
、
被
仕
向
銀
行
の
無
資
力
危
険
が
依
頼
人
に
属
し
た
り
受
取
人
に
属
し
た
り
す
る
の
は
不
当
だ
と
す
る
主
張
に
は
一
応
の
説
得
力
が
あ
る
が
、
受
取
人
が
被

仕
向
銀
行
の
無
資
力
危
険
の
負
担
を
開
始
す
る
時
期
は
客
観
的
に
確
定
で
き
る
処
分
可
能
な
財
産
権
を
取
得
し
た
時
点
（
入
金
記
帳
）
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ

（
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う
。
成
立
し
て
い
て
も
払
戻
を
請
求
で
き
な
い
段
階
に
あ
る
為
替
金
を
取
得
し
た
こ
と
だ
け
で
は
、
果
し
て
処
分
可
能
な
財
産
権
を
取
得
し
た
状
況
で
あ
る
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

（
6
）
菅
原
胞
治
「
原
因
関
係
を
欠
く
振
込
取
引
の
効
力(

上)

預
金
債
権
の
成
立
と
免
責
理
論
」
銀
法
五
一
五
号
二
六
頁
。

（
7
）
後
藤
紀
一
・
振
込
・
振
替
の
法
理
と
支
払
取
引
（
一
九
八
六
年
、
信
山
社
）
九
三
―
九
五
頁
。
し
た
が
っ
て
、
誤
記
帳
訂
正
請
求
権
を
、
約
款
ま
た
は
法
律

で
、
あ
と
か
ら
与
え
る
と
い
う
構
成
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
後
藤
紀
一
「
振
込
取
引
に
お
け
る
法
的
諸
問
題
と
銀
行
の
誤
記
帳
訂
正
権
」
金
法
一
〇
九
三
号

六
頁
。
ま
た
、
森
田
・
前
掲
金
融
取
引
と
民
法
法
理
一
二
五
―
一
二
六
頁
は
、
平
成
八
年
判
決
の
理
解
の
し
か
た
と
し
て
、
従
来
の
見
解
が
「
錯
誤
ア
プ
ロ
ー

チ
」
と
「
契
約
解
釈
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
い
ず
れ
か
に
分
類
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
入
金
記
帳
に
よ
る
預
金
成
立
が
無
因
債
務
承
認
で
あ
る
と
の
前

提
を
と
っ
た
上
で
、
当
該
債
務
承
認
の
有
効
性
に
原
因
関
係
の
存
否
が
「
契
約
解
釈
」
を
通
じ
て
影
響
す
る
場
合
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
当
該
債
務
承
認

に
当
事
者
が
ど
の
よ
う
な
「
条
件
」
を
付
し
た
か
に
関
す
る
契
約
解
釈
の
問
題
と
な
る
。
債
務
承
認
の
「
錯
誤
」
を
問
題
に
す
る
場
合
に
も
、
債
務
承
認
の
要

素
と
は
単
純
定
額
約
束
の
要
素
で
あ
る
か
ら
、
原
則
と
し
て
原
因
関
係
に
つ
い
て
の
錯
誤
が
要
素
の
錯
誤
と
な
る
余
地
が
無
く
、
そ
こ
で
錯
誤
の
対
象
と
な
る

要
素
と
し
て
原
因
関
係
が
条
件
の
法
理
を
通
じ
て
債
務
承
認
と
結
び
付
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
振
込
取
引
の
場
合
に
は
条
件
ら
し
い
も
の
が
明
示
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
黙
示
的
に
条
件
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
そ
の
内
容
を
社
会
通
念
な
ど
か
ら
演
繹
す
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
そ
こ
に
は

無
限
の
種
類
の
条
件
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
時
に
そ
れ
は
解
釈
者
の
恣
意
的
な
選
択
に
行
為
の
結
果
を
委
ね
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
論
者
が
か
か

る
解
決
方
法
を
「
錯
誤
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
呼
ぼ
う
と
「
契
約
解
釈
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
呼
ぼ
う
と
、
そ
の
前
提
で
あ
る
無
因
債
務
承
認
と
し
て
の
性
質
決
定
に
疑

義
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
な
い
限
り
こ
の
危
険
か
ら
自
由
で
は
な
い
。
し
か
し
、
入
金
記
帳
に
よ
る
預
金
の
成
立
が
、
他
人
の
指
示
に
基
づ
く
出
捐
と
し
て
な
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
機
能
が
当
該
他
人
と
出
捐
の
相
手
方
と
の
実
質
的
取
引
関
係
の
清
算
に
向
け
ら
れ
て
い
て
、
当
該
他
人
と
出
捐
者
と
の
経
済
的
な
損
益
の
清

算
は
別
の
取
引
行
為
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
構
造
全
体
が
そ
の
出
捐
の
正
当
化
事
由
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う
諸
点
に
お
い
て
、
入
金
記
帳
は
単
な
る

債
務
承
認
と
は
違
っ
た
独
特
の
構
造
に
基
礎
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
独
特
の
構
造
は
ロ
ー
マ
法
以
来
大
陸
法
諸
国
の
民
法
典
に
も
採

用
さ
れ
た
「
指
図
」
の
中
に
、
既
に
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
指
図
引
受
は
伝
統
的
に
そ
の
原
因cau

se

に
つ
い
て
多
く
の
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
て

き
た
法
学
的
構
成
物
で
あ
り
、
入
金
記
帳
の
考
え
ら
れ
う
る
広
い
意
味
で
の
条
件
に
関
す
る
議
論
は
、
要
す
る
に
、
そ
の
す
べ
て
が
、
伝
統
的
指
図
理
論
に
お

い
て
、
指
図
引
受
のcause

が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
議
論
に
お
い
て
先
取
り
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
例
え
ば
、B

Ä
H

R
,von

T
U

H
R

,C
O

L
L

A
T

Z

等
の
学
説
を
想
起
せ
よ
。
柴
崎
・
手
形
法
理
と
抽
象
債
務
（
二
〇
〇
二
年
、
新
青
出
版
）[1206]-[1207]

。
さ
し

あ
た
り
、
渋
谷
光
義
「A

ndreas
von

T
uhr

の
無
因
的
債
務
契
約
論
」
本
誌
三
号
三
二
九
―
三
四
八
頁
。
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（
9
）
勿
論
、
実
体
的
抽
象
債
務
承
認
を
認
め
る
立
場
で
も
、
条
件
の
法
理
に
よ
っ
て
、
入
金
記
帳
の
有
効
性
を
有
効
な
指
図
の
存
在
に
条
件
付
け
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。
し
か
し
、
当
事
者
が
特
約
で
そ
の
よ
う
な
条
件
を
付
け
な
い
自
由
が
あ
る
と
考
え
る
限
り
は
依
然
と
し
て
こ
の
危
険
は
去
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
条

件
付
け
を
排
除
す
る
自
由
を
奪
え
ば
、
そ
れ
は
も
は
や
条
件
で
は
な
く
、
法
律
行
為
の
構
成
要
素
と
し
て
の
原
因c

a
u

se

と
し
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
10
）「
過
誤
」
記
帳
取
消
権
（
後
藤
・
前
掲
金
法
同
所
）
と
い
う
一
種
の
解
除
権
を
法
定
ま
た
は
約
定
す
べ
き
で
あ
る
と
説
か
れ
る
の
は
、
無
因
行
為
を
認
め
る
こ

と
に
伴
う
過
剰
行
為
を
調
整
し
除
去
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

（
11
）
無
因
債
務
契
約
執
行
証
書
慣
行
へ
の
民
事
訴
訟
法
学
説
に
よ
る
「
断
罪
」
こ
そ
、
実
体
的
抽
象
（
無
因
）
債
務
契
約
否
定
説
の
根
拠
と
な
ろ
う
。
柴
崎
・
前

掲
書

[2205]

。

（
12
）
法
律
行
為
の
要
素
の
錯
誤
に
該
当
す
る
か
否
か
は
、
振
込
依
頼
の
意
思
表
示
の
構
成
要
素
如
何
で
あ
る
。
現
在
の
全
銀
シ
ス
テ
ム
を
前
提
に
す
る
振
込
取
引

に
お
い
て
は
、
振
込
依
頼
の
内
容
は
、
①
依
頼
人
名
、
②
受
取
人
名
、
③
被
仕
向
銀
行
名
店
舗
名
、
④
預
金
種
別
、
⑤
口
座
番
号
、
⑥
金
額
、
⑦
振
込
日
付
、

⑧
仕
向
銀
行
名
店
舗
名
、
で
あ
っ
て
（
内
国
為
替
運
営
規
約
）、
資
金
提
供
の
方
法
、
送
金
の
使
途
等
は
専
ら
依
頼
人
・
仕
向
銀
行
間
の
（
準
）
委
任
契
約
の

内
容
で
し
か
な
く
、
①
〜
⑧
の
内
容
が
仕
向
銀
行
か
ら
被
仕
向
銀
行
に
伝
達
さ
れ
る
「
振
込
通
知
」
の
内
容
と
な
る
。
現
行
の
全
銀
シ
ス
テ
ム
上
の
振
込
通
知

は
、
原
因
関
係
を
構
成
要
素
と
し
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
①
な
い
し
⑧
以
外
の
要
素
に
つ
い
て
そ
の
錯
誤
を
問
題
と
す
る
こ
と
は
原
則
的
に
不
可
能
で
あ
る

と
解
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、「
誤
振
込
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
事
例
の
多
く
は
、
要
素
の
錯
誤
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
受
取
人
の
同
一
性
、
し
た
が

っ
て
②
〜
⑤
に
つ
い
て
も
生
じ
る
錯
誤
で
あ
ろ
う
。

（
13
）C

A
B

R
IL

L
A

C

ら
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
。

（
14
）
指
図
説
は
著
者
の
創
造
で
は
な
い
。
既
に
、
藤
田
寿
夫
「
三
者
不
当
利
得
―
―
振
込
・
指
図
を
中
心
に
」
法
時
七
六
巻
五
号
八
九
頁
以
下
は
、
ド
イ
ツ
民
法

七
八
三
条
の
「
狭
義
の
指
図
」
と
、
こ
の
定
義
に
該
当
せ
ず
と
も
振
込
の
よ
う
な
給
付
で
あ
る
「
広
義
の
指
図
」
と
に
言
及
し
、
指
図
自
体
の
瑕
疵
と
原
因
関

係
の
瑕
疵
と
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
八
九
頁
）。
最
判
平
成
八
年
に
つ
い
て
も
論
者
は
指
図
の
原
理
に
よ
る
分
析
を
し
て
い
る
（
九

〇
頁
）。
振
込
依
頼
人
と
受
取
人
と
の
関
係
は
対
価
関
係
（
原
因
関
係
）
で
あ
り
、
そ
の
欠
缺
が
あ
っ
て
も
不
当
利
得
は
振
込
依
頼
人
と
受
取
人
と
の
間
で
返

還
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
（
九
一
頁
）、
指
図
の
効
力
に
影
響
を
与
え
る
の
は
二
重
欠
缺
の
場
合
に
限
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
同
所
）。
さ
ら
に
、
有

効
な
指
図
が
欠
缺
す
る
場
合
は
原
因
関
係
の
欠
缺
す
る
場
合
と
は
別
に
観
念
で
き
る
こ
と
（
同
所
）
等
重
要
な
指
摘
が
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
後
述
の
よ
う

に
、
フ
ラ
ン
ス
のD

R
O

U
IL

L
A

T

ら
の
学
説
は
一
見
こ
れ
に
近
い
が
、
彼
ら
が
援
用
す
るd

élégation
p

arfaite

の
観
念
で
は
、
被
指
図
人
が
引
き
受
け
る
新
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債
務
が
、
指
図
人
の
旧
債
務
の
存
在
に
従
属
す
る
結
果
を
認
め
ざ
る
を
得
ず
、
振
込
取
引
に
お
い
て
争
い
な
く
認
め
ら
れ
る
抗
弁
制
限
の
効
果
を
却
っ
て
否
定

す
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
こ
で
の
指
図
説
は
、M

A
L

A
U

R
IE

ら
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
現
代
のd

élégation
certain

e

で
あ
る
。d

élégation
certain

e

が
更
改

の
目
的
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
は
問
題
が
な
か
ろ
う
。
こ
こ
で
は
結
果
的
に
無
因
的
更
改
を
伴
う
、délégation

certaine
et

novatoire

の
観
念
を
認
め
る
こ

と
に
な
る
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
のH

A
M

E
L

の
擬
制
的
弁
済
説
は
、
振
込
取
引
に
関
与
す
る
当
事
者
の
間
に
成
立
す
る
入
金
記
帳
前
の
法
的
状
態
と
入
金
記
帳

後
の
法
的
状
態
と
を
混
同
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。

（
15
）
指
図
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
柴
崎
・
手
形
法
理
と
抽
象
債
務
（
二
〇
〇
二
年
、
新
青
出
版
）
を
参
照
。
な
お
、
債
務
法
・
時
効
法
改
正
草
案A

V
A

N
T

-

P
R

O
JE

T
D

E
R

E
F

O
R

M
E

D
U

D
R

O
IT

D
E

S
O

B
L

IG
A

T
IO

N
S

(A
rticles

1101
à

1386
d

u
C

od
e

civil)
E

T
D

U
D

R
O

IT
D

E
L

A
P

R
E

S
C

R
IP

T
IO

N

(A
rticles

2234
à

2281
du

C
ode

civil)
R

apport
à

M
onsieur

P
ascalC

lém
ent

G
arde

des
Sceaux,M

inistre
de

la
Justice

22
Septem

bre
2005,

の
う

ち
、O

pérations
sur

créances
(art.1251

à
1282)

[H
ervé

Synvet]

の
部
分
で
は
、
従
来
の
指
図
学
説
の
成
果
が
そ
の
ま
ま
明
文
の
規
定
と
さ
れ
、
既
存
債

務
の
存
在
が
な
く
て
も
指
図
が
成
立
す
る
こ
と
（
草
案
第
一
二
七
六
条
）、
指
図
に
抗
弁
制
限
の
効
果
が
伴
う
こ
と
・
抗
弁
制
限
の
効
果
を
排
除
す
る
特
約
が

可
能
な
こ
と
（
草
案
第
一
二
七
九
―
一
条
・
草
案
第
一
二
八
〇
条
第
一
項
）、
資
金
処
分
の
凍
結
（
草
案
第
一
二
八
一
条
）
等
が
定
め
ら
れ
た
。

（
16
）
最
も
指
図
に
接
近
す
る
と
思
わ
れ
る
異
議
を
と
ど
め
な
い
承
諾
を
伴
う
指
名
債
権
譲
渡
で
も
、
譲
渡
契
約
の
独
立
的
準
物
権
契
約
性
を
承
認
し
な
い
限
り
は
、

譲
渡
契
約
そ
の
も
の
の
無
効
な
場
面
に
お
い
て
は
、
異
議
を
と
ど
め
な
い
承
諾
が
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
こ
と
を
譲
受
人
に
対
抗
で
き
な
い
と
す
る
帰
結
を
導
く

こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
指
図
は
そ
れ
自
体
が
有
効
に
成
立
す
れ
ば
、
原
因
契
約
の
無
効
な
場
面
で
も
指
図
給
付
が
有
効
な
も
の
と
し
て
実
行
さ
れ

る
（
二
重
欠
缺
の
抗
弁
の
適
用
は
留
保
し
よ
う
）。
電
信
為
替
取
引
を
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
と
解
し
た
大
審
院
の
判
決
は
、
受
取
人
が
被
仕
向
店
に
赴

い
て
為
替
金
を
受
領
す
る
手
前
の
段
階
（
＝
被
指
図
人
の
債
務
負
担
行
為
が
行
わ
れ
な
い
状
態
）
で
完
結
し
て
い
る
取
引
の
法
的
性
質
決
定
と
し
て
は
正
し
く
、

現
在
の
全
銀
シ
ス
テ
ム
上
の
振
込
取
引
に
関
す
る
指
図
説
に
と
っ
て
障
害
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

（
17
）
手
形
法
に
お
け
る
権
利
濫
用
の
抗
弁
や
二
重
無
権
の
抗
弁
に
相
当
す
る
場
合
に
は
合
意
で
あ
ら
か
じ
め
抗
弁
を
放
棄
さ
せ
る
条
項
は
果
た
し
て
有
効
で
あ
ろ

う
か
？
デ
ィ
マ
ン
ド
・
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
ー
に
お
け
る
、
フ
ラ
ウ
ド
・
プ
ル
ー
フ
・
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
ー
と
い
う
も
の
は
認
め
ら
れ
よ
う
か
？
お
そ
ら
く
、
こ
れ

は
許
さ
れ
な
い
。
契
約
自
由
は
こ
こ
に
果
て
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
無
因
行
為
法
定
主
義
の
も
と
で
は
、
ま
っ
た
くcau

se

を
欠
く
こ
と
と
な
る
債
務
負
担
は
認

め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
権
利
濫
用
の
法
理
は
、
私
人
に
よ
る
秩
序
形
成
の
外
に
お
か
れ
て
い
る
。
勿
論
、
指
図
引
受
の
可
能
性
を
契
約
自
由
の
原

理
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
た
上
で
、
実
体
的
無
因
債
務
承
認
と
し
て
説
明
で
き
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
ば
そ
の
前
に
実
体
的
無
因
債

務
承
認
が
日
本
の
私
法
の
許
容
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
と
り
わ
け
、
物
権
変
動
に
お
け
る
独
自
性
・
無
因
性
否
定
の
主
義
と
の
整
合
性
を
論
証
す
る
必
要
が
あ
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ろ
う
。

（
18
）
旧
民
法
財
産
編(

明
治
二
三
年
公
布)

「
第
二
部
人
権
及
ヒ
義
務
第
三
章
義
務
ノ
消
滅
第
二
節
更
改
」
に
「
嘱
託
」
と
さ
れ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
。
矢
代
操
・

佛
國
民
法
講
義
（
明
治
大
学
創
立
百
周
年
記
念
学
術
叢
書
第
五
巻
、
一
九
八
五
年
）
で
は
、「
代
任
」
と
訳
さ
れ
る
。
現
代
の
文
献
で
は
、「
指
図
」
と
訳
さ
れ

る
こ
と
が
一
般
で
あ
る
（
神
戸
大
學
外
國
法
研
究
會
・
現
代
外
國
法
典
叢
書
（
一
六
）
佛
蘭
西
民
法
〔
Ⅲ
〕
財
産
取
得
法
（
２
）（
一
九
五
六
年
復
刻
、
有
斐

閣
）
な
ど
）。
関
連
規
定
を
挙
げ
て
お
く
と
、
財
産
編
第
四
九
六
条
①
債
務
者
ノ
交
替
ニ
因
ル
更
改
ハ
或
ハ
舊
債
務
者
ヨ
リ
新
債
務
者
ニ
爲
セ
ル
嘱
託
ニ
因
リ

或
ハ
舊
債
務
者
ノ
承
諾
ナ
ク
シ
テ
新
債
務
者
ノ
随
意
ノ
干
渉
ニ
因
リ
テ
行
ハ
ル
／
②
嘱
託
ニ
ハ
完
全
ノ
モ
ノ
有
リ
不
完
全
ノ
モ
ノ
有
リ
／
③
第
三
者
ノ
随
意
ノ

干
渉
ハ
下
ニ
記
載
ス
ル
如
ク
除
約
又
ハ
補
約
ヲ
成
ス
／A

rt.
518.

L
a

novation
par

changem
ent

de
débiteur

s'opère,
soit

par
délégation

ou
m

andat

du
prem

ier
débiteur

au
nouveau,soit

par
l'intervention

spontanée
de

celui-cisans
le

concours
du

prem
ier

débiteur.[1274.]

（
以
下
対
応
仏
文

草
案
はB

O
ISSO

N
A

D
E

(G
ustave),

P
rojet

d
e

C
od

e
civil

p
ou

r
l'E

m
p

ire
d

u
Ja

p
on

a
ccom

p
a

gn
é

d
'u

n
com

m
en

ta
ire.

N
ou

velle
éd

ition
.

T
om

es
1-4.T

okyo,1890-1891
〔
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
民
法
典
資
料
集
成

後
期
Ⅳ
、
一
九
九
八
年
、
雄
松
堂
〕
に
よ
る
）

財
産
編
第
四
九
五
条
①
舊
義
務
ヲ

更
改
ス
ル
爲
メ
異
議
ナ
ク
又
ハ
異
議
ヲ
留
メ
ス
シ
テ
有
効
ニ
新
義
務
ヲ
諾
約
シ
タ
ル
債
務
者
ハ
其
了
知
セ
ル
舊
義
務
ノ
無
効
ノ
理
由
ヲ
以
テ
債
權
者
ニ
對
抗
ス

ル
コ
ト
ヲ
得
ス
／
②
債
務
者
カ
次
條
ニ
從
ヒ
舊
債
權
者
ノ
嘱
託
ニ
因
リ
新
債
權
者
ニ
対
シ
テ
義
務
ヲ
諾
約
シ
タ
ル
ト
キ
モ
亦
同
シ
／A

rt.
5

1
7

.
L

e
d

éb
iteu

r

qu
i

a
valablem

en
t

con
tracté

u
n

e
d

ette
p

ou
r

en
n

over
u

n
e

p
récéd

en
te,

p
ar

ch
an

gem
en

t
d

'objet
ou

d
e

cau
se,

n
e

p
eu

t
p

lu
s

op
p

oser
au

créancier
les

exceptions
ou

fins
de

non-recevoir
quiexistaient

contre
la

prem
ière

obligation
et

dont
ilavait

connaissance,à
m

oins
qu'iln'ait

fait
des

réserves
à

cet
égard.

／Ilen
est

de
m

êm
e,s'ils'est

engagé
envers

un
nouveau

créancier,conform
ém

ent
à

l'article
521.[C

.it.,1278]

な
お
、
こ
の
イ
タ
リ
ア
民
法
典
の
規
定
は
、C

o
d

ice
civile

(1866)
A

rt.
1278.

L
e

débiteur
quia

accepté
la

délégation
ne

peut
opposer

au
second

créancier,
les

exceptions
qu'il

aurait
pu

opposer
au

créancier
prim

itif,
sauf

cependant
son

action
contre

ce
dernier.

/
T

outefois
s'il

s'agit

d'exceptions
dépendant

de
la

qualité
de

la
personne,le

débiteur
peut

les
opposer,sicette

qualité
existait

encore
au

tem
ps

où
ila

consentià

la
délégation.

指
図
を
引
受
け
た
債
務
者
は
、
最
初
の
債
権
者
に
対
し
て
対
抗
し
得
た
諸
抗
弁
を
、
第
二
の
債
権
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、

最
初
の
債
権
者
に
対
し
て
〔
償
還
の
〕
訴
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
／
前
項
の
規
定
に
も
拘
わ
ら
ず
、
抗
弁
が
人
の
性
質
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る

場
合
に
は
、
か
か
る
性
質
が
債
務
者
に
よ
る
指
図
へ
の
同
意
の
時
点
に
お
い
て
依
然
と
し
て
存
す
る
限
り
、
債
務
者
は
こ
れ
を
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る

(H
U

C
(T

h.),L
e

code
civilitalian

et
le

code
napoléon.É

tudes
de

législation
com

parée
(T

raduction
com

plète
du

code
civilitalien

par
O

R
SIE

R

(Joséph).),tom
e

II,1868,P
aris,p.272.

か
ら
柴
崎
が
重
訳
。
な
お
同
条
は
、
イ
タ
リ
ア
民
法
典
（
一
九
四
二
年
）
一
二
七
一
条
に
対
応
。
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（
19
）
不
当
利
得
の
条
項
の
中
に
無
因
債
務
の
負
担
が
給
付
に
当
た
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
不
当
利
得
の
抗
弁
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
ほ
ど
日
本
民
法
典
の
不
当
利
得

規
定
は
十
分
明
快
な
も
の
で
は
な
い
。
仮
に
そ
の
種
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
か
か
る
許
容
自
体
が
、
現
代
の
契
約
正
義
に
適
合
的
な
の
か
。

（
20
）
偽
造
の
場
合
と
振
込
依
頼
人
の
無
重
過
失
錯
誤
の
場
合
と
で
は
、
い
ず
れ
も
指
図
全
体
が
無
効
と
な
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
同
様
に
評
価
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、「
有
効
な
指
図
が
欠
け
る
場
合
」
と
し
て
、
実
行
さ
れ
た
指
図
に
よ
っ
て
発
生
す
る
不
当
利
得
は
、
被
指
図
人
と
指
図
受
取
人
と
の
間
に
成
立
す
る
。

東
京
地
判
平
成
五
・
三
・
五
判
時
一
五
〇
八
号
一
三
二
頁
は
、
先
日
付
振
込
（
先
日
付
振
込
に
付
い
て
は
、
被
仕
向
銀
行
へ
の
振
込
依
頼
の
撤
回
通
知
の
到
達

が
振
込
指
定
日
よ
り
前
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
被
仕
向
銀
行
が
既
に
受
取
人
の
預
金
勘
定
元
帳
に
入
金
記
帳
し
て
し
ま
っ
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
受
取
人
に

お
け
る
預
金
債
権
は
成
立
し
て
お
ら
ず
、
振
込
依
頼
の
撤
回
は
有
効
に
為
さ
れ
得
る
。
大
阪
地
判
昭
和
五
五
・
九
・
三
〇
判
時
九
九
八
号
八
七
頁
、
金
判
六
一

一
号
三
八
頁
）
依
頼
の
撤
回
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
予
定
の
日
に
入
金
記
帳
が
な
さ
れ
て
し
ま
っ
た
事
例
で
、
仕
向
銀
行
か
ら
受
取
人
に
対
す
る
不
当
利
得

返
還
請
求
を
認
容
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
案
を
「
有
効
な
指
図
が
欠
け
る
場
合
」
と
解
す
る
限
り
、
被
指
図
人
か
ら
指
図
受
取
人
に
対
す
る
不
当
利
得
が

認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
福
瀧
博
之
「
振
込
依
頼
の
撤
回
後
に
実
行
さ
れ
た
振
込
み
と
仕
向
銀
行
の
受
取
人
に
対
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
」
商
事
一
四
五

七
号
六
三
―
六
七
頁
〔
東
京
地
判
平
成
五
年
の
判
批
〕
六
六
頁
。
四
宮
和
夫
・
事
務
管
理
・
不
当
利
得
（
一
九
八
一
年
、
青
林
書
院
）
二
三
二
頁
。
な
お
、
こ

の
場
面
に
関
す
る
近
時
の
ド
イ
ツ
学
説
に
つ
い
て
、
松
坂
佐
一
・
最
近
の
ド
イ
ツ
不
当
利
得
法
の
概
観
（
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
）
一
〇
五
頁
は
、

W
eitnauer,

D
ie

L
eistung,

F
estschrift

für
C

aem
m

erer,
1978,

S.
285.

を
紹
介
し
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
Ｘ
に
よ
る
偽
造
指
図
を
銀
行
（
Ｂ
）
が
支
払
っ
た

場
合
に
お
け
る
不
当
利
得
は
Ｂ
の
、
受
領
者
（
Ｃ
、
以
上
符
号
は
同
箇
所
の
記
述
中
の
そ
れ
に
よ
る
）
に
対
す
る
侵
害
利
得
請
求
権
に
基
づ
く
請
求
権
で
あ
る

と
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
二
重
欠
缺
に
お
け
るD

u
rch

griffskon
d

iktion

―
―
直
接
的
不
当
利
得
返
還
請
求
権
、
な
お
、
山
田
幸
二
・
現
代
不

当
利
得
法
の
研
究
（
一
九
八
九
年
、
創
文
社
）
三
二
九
頁
に
よ
れ
ば
「
直
接
的
な
貫
徹
請
求
」。
な
お
、
柴
崎
・
手
形
法
理
と
抽
象
債
務
（
二
〇
〇
二
年
、
新

青
出
版
）
三
五
九
頁
で
は
、「
通
過
取
得
に
よ
る
不
当
利
得
」
と
の
誤
記
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
「
直
接
的
な
貫
徹
請
求
」
の
趣
旨
で
あ
る
。
こ
の
機
に
訂

正
し
て
お
き
た
い
―
―
に
つ
い
て
は
、
同
じ
くW

e
itn

a
u

e
r

の
見
解
と
し
て
こ
れ
を
否
定
す
る
趣
旨
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
三
頁
）。
し
か
し
、
通
説
の

K
ondiktion

der
K

ondiktion

理
論
に
対
す
るC

anaris,
B

ereicherungsausgleich
im

D
reipersonenverhältnis,

F
estscgrift

für
L

arenz,
1973,

S.
811.

の
批
判
と
し
て
知
ら
れ
る
、
通
説
の
「
抗
弁
及
び
破
産
の
危
険
」
の
被
指
図
人
一
人
へ
の
累
積
へ
の
無
反
省
を
批
判
す
る
立
場
―
―
山
田
幸
・
前
掲
三
三
二
―

三
三
三
頁
―
―
を
も
認
め
る
趣
旨
で
あ
る
の
か
、
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
こ
のC

a
n

a
ris

説
へ
の
反
論
と
し
て
四
宮
和
夫
民
法
論
集
（
一
九
九
〇

（
平
成
二
）
年
、
弘
文
堂
）
一
七
九
頁
参
照
。

（
21
）
ま
た
、
誤
振
込
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
預
金
引
出
を
行
う
こ
と
の
刑
法
的
評
価
と
し
て
も
、
原
因
関
係
が
欠
缺
す
る
に
と
ど
ま
る
場
合
に
は
預
金
は
成
立
し
、
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完
全
に
受
取
人
の
財
産
権
な
の
で
あ
る
か
ら
、
本
来
自
由
な
処
分
が
許
さ
れ
る
（
た
だ
し
、
振
込
依
頼
人
と
の
関
係
に
お
い
て
、
一
定
の
制
約
が
加
え
ら
れ
て

い
る
場
合
、
例
え
ば
、
払
戻
請
求
を
す
る
都
度
振
込
依
頼
人
の
承
諾
を
要
す
る
と
す
る
内
部
的
な
取
決
め
が
あ
っ
た
よ
う
な
事
例
で
は
、
預
託
物
の
着
服
事
例

に
準
じ
て
占
有
離
脱
物
横
領
罪
と
し
て
論
じ
う
る
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
因
関
係
の
欠
缺
に
と
ど
ま
ら
ず
、
振
込
指
図
そ
の
も
の
が
有
効
に
成
立
し
て
お
ら

ず
、
預
金
が
不
成
立
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
入
金
記
帳
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
金
融
機
関
が
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
不
知
で
あ
っ
た
こ
と
を
奇
貨
と
し
て
故
意

に
そ
の
「
預
金
」
の
引
出
を
行
う
行
為
は
銀
行
を
被
害
者
と
す
る
詐
欺
罪
と
し
て
論
じ
う
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
決
平
成
一
五
・
三
・
一
二
（
刑
集

五
七
巻
三
号
三
二
二
金
法
一
六
九
七
号
四
九
頁
）
は
、
原
因
関
係
が
欠
缺
す
る
に
過
ぎ
な
い
誤
振
込
事
例
に
つ
い
て
銀
行
を
被
害
者
と
す
る
詐
欺
罪
と
し
て
論

じ
た
た
め
、
刑
法
学
説
か
ら
執
拗
な
批
判
を
受
け
て
い
る
。
従
前
よ
り
、
他
人
の
金
銭
を
委
託
さ
れ
こ
れ
を
保
管
す
る
者
が
保
管
の
方
法
と
し
て
預
金
し
た
場

合
に
、
そ
の
払
戻
を
受
け
て
領
得
す
る
行
為
は
委
託
物
横
領
罪
と
解
さ
れ
て
い
る
（
大
判
大
正
元
・
一
〇
・
八
刑
録
一
八
輯
一
二
三
一
頁
。
横
領
は
、
自
己
が

占
有
す
る
他
人
の
物
を
奪
取
す
る
行
為
で
あ
る
以
上
、
こ
の
場
合
の
預
金
者
は
「
占
有
」
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
「
横
領
罪
に
お
け
る
占

有
は
法
律
上
の
支
配
関
係
で
足
り
る
」
と
い
う
こ
と
で
解
決
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
―
―
大
谷
實
「
誤
振
込
に
よ
る
預
金
の
払
戻
と
刑
法
上
の
取
扱
い
」
研
修

六
六
二
号
八
頁
―
―
）。
誤
振
込
に
関
す
る
刑
事
判
例
お
よ
び
学
説
は
、
占
有
離
脱
物
横
領
罪
説
（
東
京
地
判
昭
和
四
七
・
一
〇
・
一
九
研
修
三
三
七
号
六
九

頁
、
大
谷
實
〔
旧
説
〕「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
カ
ー
ド
の
不
正
使
用
と
財
産
罪
」
判
タ
五
五
〇
号
八
四
頁
。
前
掲
研
修
六
六
二
号
一
二
頁
で
改
説
さ
れ
、
窓
口
で
払

戻
す
と
詐
欺
罪
、
Ｃ
Ｄ
機
で
払
戻
す
と
窃
盗
罪
で
あ
る
と
い
う
）
と
詐
欺
罪
説
（
札
幌
高
判
昭
和
五
一
・
一
一
・
一
一
判
タ
三
四
七
号
三
〇
〇
頁
）
と
に
見
解

が
分
れ
て
い
た
。
最
決
平
成
一
五
年
は
こ
の
論
争
に
決
着
を
付
け
た
。
し
か
し
同
決
定
の
判
旨
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
「
誤
振
込
」
の
場
合
の
全
部
を
一
様
に
取

り
扱
う
と
い
う
こ
の
整
理
の
し
方
に
は
疑
問
を
禁
じ
え
な
い
。
成
程
、
振
込
取
引
自
体
が
無
効
の
と
き
に
は
、
払
戻
請
求
は
民
事
で
も
許
容
さ
れ
な
い
行
為
で

あ
り
、
刑
法
で
も
財
産
犯
罪
の
成
立
す
る
余
地
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
被
害
者
は
専
ら
銀
行
で
あ
り
、「
自
己
が
占
有
す
る
他
人
の
財
物
」
は
問
題
に
な
ら
な

い
か
ら
横
領
で
は
な
く
、
欺
罔
・
錯
誤
・
交
付
の
構
成
要
件
が
存
す
る
の
で
一
項
詐
欺
と
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
論
法
は
、
そ
れ
自
体
の
有
効
性
の
障
害

が
な
い
誤
振
込
に
は
ま
っ
た
く
妥
当
し
な
い
。
平
成
一
五
年
決
定
の
事
実
関
係
が
こ
の
類
型
に
該
当
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
受
取
人
に
よ
る
払
戻
請
求
を
詐
欺

罪
で
処
罰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

学
説
は
こ
の
観
点
か
ら
、
最
決
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
同
決
定
は
預
金
者
に
「
告
知
義
務
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
口
座
の
管
理
と
入
金
出
金
の
正

確
な
記
帳
は
、（
例
え
ば
、
準
占
有
者
弁
済
の
よ
う
に
特
段
の
免
責
を
法
お
よ
び
合
意
が
定
め
る
よ
う
な
場
合
以
外
は
）
銀
行
の
義
務
で
あ
る
。「
単
な
る
払
戻

要
求
は
銀
行
員
に
預
金
債
権
の
金
額
に
関
す
る
誤
っ
た
表
象
を
喚
起
す
る
も
の
で
は
な
い
」（
松
宮
孝
明
「
誤
振
込
と
財
産
犯
の
解
釈
お
よ
び
立
法
」
立
命
館

法
学
二
七
八
号
六
頁
―
―
こ
の
部
分
は
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
旨
の
紹
介
で
あ
る
が
、
論
旨
は
日
本
法
に
お
け
る
議
論
に
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
ろ
う
。
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ち
な
み
に
、
論
者
は
一
九
九
四
年
改
正
ス
イ
ス
刑
法
一
四
一b

is

条
の
「
財
産
的
価
値
の
不
適
法
な
費
消
」
罪
に
言
及
さ
れ
、
誤
振
込
金
員
の
返
還
請
求
権
が

不
当
利
得
債
権
に
と
ど
ま
る
な
ら
、
そ
れ
を
他
の
不
当
利
得
と
区
別
す
る
合
理
的
基
準
・
理
由
に
つ
い
て
な
お
問
題
が
解
決
し
て
い
な
い
と
の
批
判
も
指
摘
さ

れ
る
）。
し
た
が
っ
て
、
誤
振
込
に
お
け
る
受
取
人
が
不
当
利
得
と
な
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
預
金
を
引
き
出
し
た
こ
と
が
非
難
さ
れ
る
と
し
て
も
そ
れ
は
銀

行
が
被
害
を
受
け
る
か
ら
で
は
な
い
。
被
害
を
受
け
る
の
は
振
込
依
頼
人
な
の
で
あ
る
か
ら
、
銀
行
を
被
害
者
と
し
て
財
産
犯
罪
を
認
め
る
判
例
は
、
こ
の
被

害
実
態
を
反
映
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
受
取
人
が
誤
振
込
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
そ
の
こ
と
を
銀
行
に
告
げ
ず
に
金
員
を
引
き
出
し
て
振
込
依
頼
人
に
返
還

す
れ
ば
実
質
的
に
は
何
ら
問
題
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
銀
行
を
被
害
者
と
す
る
こ
と
で
財
産
犯
罪
の
成
立
を
否
定
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
（
松
宮
・
前
掲
一

八
―
一
九
頁
）。「
民
事
で
は
適
法
で
許
容
さ
れ
る
行
為
が
刑
法
で
違
法
と
さ
れ
て
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
矛
盾
は
、『
法
秩
序
の
統
一
性
』
に
反
し
認
め
ら
れ
る

べ
き
で
な
い
。
ゆ
え
に
、
現
金
に
つ
い
て
刑
法
上
の
特
殊
な
所
有
権
概
念
を
認
め
る
見
解
は
妥
当
で
な
い
」（
松
宮
・
前
掲
二
一
頁
）。
最
決
平
成
一
五
年
は

「
払
戻
し
を
拒
む
違
法
な
利
益
を
詐
欺
罪
で
保
護
す
る
」（
山
口
厚
「
誤
振
込
と
財
産
犯
」
法
教
二
八
三
号
八
七
頁
）
も
の
と
し
て
非
難
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
22
）
し
い
て
い
え
ば
、
三
角
関
係
に
お
け
る
不
当
利
得
が
指
図
の
概
念
を
前
提
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。
我
妻
栄
・
債
権
各
論
下
巻
一
〔
民
法
講
義
V4

〕（
岩
波
書

店
、
一
九
七
二
年
）
九
九
五
―
一
〇
〇
三
頁
〔
一
四
八
八
―
一
四
九
九
〕
は
、
民
法
七
〇
三
条
の
要
件
で
あ
る
受
益
の
法
律
上
の
原
因
の
欠
缺
の
例
と
し
て
、

損
失
者
の
意
思
に
基
づ
く
第
三
者
に
よ
る
出
捐
に
よ
る
給
付
不
当
利
得
を
挙
げ
、
銀
行
を
被
指
図
人
と
す
る
決
済
目
的
の
指
図(A

n
w

e
isu

n
g

)

を
以
っ
て
説
明

す
る
。
そ
こ
で
独
民
七
八
三
の
要
式
主
義
を
留
保
し
つ
つ
も
、「
理
論
と
し
て
は
、
わ
が
民
法
の
下
で
も
同
様
で
あ
る
」（
九
九
五
頁
）
と
し
、
小
切
手
に
よ
る

決
済
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
と
見
て
い
る
。
四
宮
和
夫
・
事
務
管
理
・
不
当
利
得
〔
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
上
巻
〕（
青
林
書
院
現
代
法
律
学
全
集

一
〇
、
一
九
八
一
年
）
二
二
八
―
二
三
三
頁
で
も
「
Ａ
―
Ｂ
・
Ｂ
―
Ｃ
と
い
う
二
つ
の
財
貨
移
動
を
Ａ
―
Ｃ
と
い
う
単
一
の
出
捐
に
よ
っ
て
―
―
決
済
し
よ
う

と
す
る
関
係
当
事
者
間
の
債
権
債
務
関
係
か
ら
の
『
無
因
』
的
効
力
を
も
っ
て
―
―
実
現
し
よ
う
と
す
る
仕
組
を
、
指
図
（
広
義
）
と
い
う
」（
二
二
八
頁
）

と
定
義
し
、
独
民
の
指
図
の
他
、
不
代
替
物
の
指
図
あ
る
い
は
口
頭
の
指
図
の
可
能
を
も
示
す
他
、
振
替
指
図
、
為
替
手
形
小
切
手
の
振
出
、
信
用
状
の
発
行
、

中
間
省
略
給
付
な
ど
の
具
体
例
を
列
挙
す
る
。
手
形
裏
書
に
よ
る
抗
弁
制
限
理
論
、
権
利
濫
用
の
抗
弁
、
二
重
無
権
の
抗
弁
等
と
の
関
係
で
も
指
図
が
援
用
さ

れ
る
。
大
塚
龍
児
「
原
因
関
係
と
人
的
抗
弁
―
―
手
形
の
無
因
性
と
直
接
の
当
事
者
間
に
お
け
る
人
的
抗
弁
の
基
礎
。
人
的
抗
弁
の
個
別
性
、
権
利
濫
用
の
抗

弁
、
二
重
無
権
の
抗
弁
等
の
理
解
の
た
め
に
―
―
」L

aw
S

ch
ool

一
八
号
四
四
―
五
五
頁
。
森
田
宏
樹
「
電
子
マ
ネ
ー
を
め
ぐ
る
私
法
上
の
諸
問
題
」
金
融
法

研
究
一
五
号
五
一
―
九
〇
頁
は
「
指
図
型
の
電
子
マ
ネ
ー
」
と
い
う
名
は
持
ち
出
す
も
の
の
、
指
図
の
理
論
的
内
容
へ
の
言
及
は
な
い
。

（
23
）
前
出
、
財
産
編
の
各
条
文
を
参
照
。
富
井
政
章
（
講
述
）
・
民
法
論
綱
人
權
之
部
下
巻
（
一
八
九
〇
＝
明
治
二
三
年
、
復
刻
二
〇
〇
一
年
、
新
青
出
版
）
二

五
九
乃
至
二
七
七
丁
、
磯
部
四
郎
（
著
）
・
大
日
本
新
典
民
法
釋
義

財
産
篇
第
二
部
人
權
及
ヒ
義
務
（
下
）〔
信
山
社
・
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
八
四
、
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復
刻
一
九
九
七
＝
平
成
九
年
〕。
嘱
託
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
上
のd

é
lé

g
atio

n

の
当
時
の
日
本
語
訳
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
指
図
」
の
同
義
語
で
あ
る
。
た

だ
、
後
代
の
学
術
論
文
に
お
い
て
「
指
図
」
の
訳
が
定
着
し
た
こ
と
を
尊
重
し
、
本
研
究
に
お
い
て
も
こ
の
語
を
用
い
る
。
後
代
の
比
較
法
研
究
と
し
て
伊
澤

孝
平
「
指
圖
の
観
念
」
法
学
四
巻
四
号
、
伊
澤
孝
平
「
指
圖(A

n
w

e
isu

n
g

)

の
本
質
」
法
協
四
八
巻
一
一
号
・
四
九
巻
六
号
、
伊
澤
孝
平
「
指
圖
の
効
果
」
法

学
五
巻
一
号
・
五
巻
二
号
、
上
柳
克
郎
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
指
図
に
つ
い
て
」
民
商
二
八
巻
一
号
、
濱
田
一
男
「
商
業
信
用
状
の
一
考
察
（
二
・
完
）」

論
叢
四
八
巻
三
号
、
梶
山
純
「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
指
図
と
そ
の
理
論
的
展
開
（
一
）」
八
論
二
四
巻
一
号
、
廣
瀬
克
巨
「
通
過
取
得
論
序
説
（
一
）」
法
学
新

報
九
一
巻
八
・
九
・
一
〇
号
、
野
澤
正
充
「『
契
約
当
事
者
の
地
位
の
移
転
』
の
再
構
成
（
一
）」
立
法
三
九
号
、
柴
崎
暁
・
手
形
法
理
と
抽
象
債
務
（
二
〇
〇

二
年
、
新
青
出
版
）。
ま
た
、
近
時
、
片
山
直
也
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
不
動
産
賃
料
の
詐
害
的
な
処
分
に
対
す
る
法
規
制
の
変
遷
お
よ
び
賃
料
債
権
の
担
保

化
の
実
務
」（
二
・
完
）
法
研
七
五
巻
九
号
一
九
―
七
八
頁
の
う
ち
四
九
―
五
四
頁
が
、
近
時
の
動
向
を
含
めd

é
lé

g
a

tio
n

法
理
を
簡
潔
に
紹
介
し
て
い
る
。

論
者
はdélégation

を
「
支
払
指
図
」
と
訳
す
。

二

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
振
込
学
説

﹇8

﹈
そ
こ
で
、
さ
ら
に
指
図
説
の
帰
結
を
展
開
す
る
前
に
、
指
図
理
論
と
振
込
と
の
関
連
付
け
を
、
比
較
法
の
観
点
か
ら
レ
ビ
ュ
ー
し

て
お
き
た
い
。
抽
象
行
為
の
存
在
が
自
明
で
は
な
い
私
法
体
系
に
お
い
て
は
、
一
定
の
制
度
が
そ
の
社
会
的
機
能
を
果
た
す
べ
く
、
抽
象

性
と
同
じ
帰
結
を
認
め
ら
れ
て
い
る
例
を
見
る
。
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
三
角
型
法
的
取
引
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
で
あ
る
指
図
の
法

理
が
こ
れ
で
あ
る
。
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
振
込
取
引
は
、
仕
向
行
と
被
仕
向
行
と
が
異
な
る
四
者
取
引
の
場
合
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
、

振
込
依
頼
人
を
指
図
人
、
被
仕
向
銀
行
を
被
指
図
人
、
受
取
人
を
指
図
受
取
人
と
す
る
一
つ
の
指
図
で
あ
り
、
仕
向
銀
行
は
、
振
込
依
頼

人
の
指
図
の
意
思
表
示
を
伝
達
す
る
使
者
で
あ
り
、
か
つ
資
金
関
係
上
の
資
金
提
供
行
為
の
履
行
補
助
を
受
任
す
る
者
と
し
て
行
為
し
て

い
る
、
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
の
私
法
体
系
が
抽
象
行
為
を
問
題
な
く
認
め
て
い
る
こ
と
が
疑
わ
れ
た
と
し
て
も
、
最
判
平
成

（
24
）
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八
年
の
帰
結
が
正
当
化
で
き
る
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
理
論
を
見
る
こ
と
で
確
認
で
き
る
。

﹇9

﹈
旧
説
（
更
改
的
指
図
説
）

抽
象
行
為
否
認
論
の
体
系
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
二
〇
世
紀
前
半
の
学
説
が
、

振
込
取
引
を"

更
改
的
指
図d

é
lé

g
atio

n
n

o
vato

ire

と
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
資
金
関
係
か
ら
の
）「
指
図
抽
象
性
」
を
承
認
し
た
。

H
A

M
E

L
(1

9
4

3
),

C
A

B
R

IL
L

A
C

(1
9

8
0

)

ら
に
よ
っ
て
概
観
す
る
な
ら
ば
、
か
つ
て
主
張
さ
れ
て
い
た
債
権
譲
渡(ce

sssio
n

d
e

créan
ce)

説
は
、
振
込
取
引
に
は
民
法
典
一
六
九
〇
条
（
対
抗
要
件
と
し
て
の
通
知
・
承
諾
）
の
方
式
の
遵
守
が
要
求
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
銀
行
が
依
頼
人
と
の
間
の
事
由
を
受
取
人
に
抗
弁
と
し
て
対
抗
で
き
な
い
こ
と
を
説
明
で
き
な
い
た
め
採
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
多
数
説
を
な
し
た
の
は"

更
改
的
指
図délégation

novatoire

（
ま
た
は
完
全
指
図délégation

parfaite

）
説
で
あ

っ
た
。
預
金
小
切
手
で
な
い
小
切
手
と
異
な
り
、
銀
行
破
綻
時
に
受
取
人
が
振
込
依
頼
人
に
対
し
て
遡
求
権
を
有
す
る
こ
と
が
な
い
点
を

と
ら
え
て
、
こ
れ
は
更
改
だ
と
説
く
か
ら
で
あ
る
。
民
法
典
第
一
二
七
五
条
は
既
存
債
務
の
な
い
、
更
改
の
伴
わ
な
い
指
図
を
禁
止
す
る

趣
旨
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
指
図
は
弁
済
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
い
と
き
で
も
振
込
を
説
明
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

﹇1
0

﹈
旧
説
の
批
判

H
A

M
E

L

は
、
伝
統
的
指
図
説
の
功
罪
と
し
て
、
旧
債
務
の
抗
弁
を
免
れ
た
新
債
務
を
発
生
さ
せ
、
指
図
人
で

あ
る
振
込
依
頼
人
を
確
定
的
に
免
責
す
る
と
い
う
説
明
は
正
し
い
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
反
面
、
①
受
取
人
に
お
い
て
、
入
金
記
帳
後
の
預

金
債
権
に
利
息
が
つ
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
ど
う
正
当
化
で
き
る
の
か
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
②
更
改
的
指
図
に
あ
っ
て

は
、
対
価
関
係
上
の
既
存
債
務
が
、
更
改
契
約
の
効
力
発
生
要
件
と
な
る
た
め
こ
の
牽
連
性
が
障
害
と
な
る
こ
と
を
挙
げ
る
。

﹇1
1

﹈H
A
M
E
L

の
擬
制
的
弁
済
説

H
A

M
E

L

は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
振
込
取
引
を
、
指
図
に
も
う
一
つ
の
段
階
の
法
的

取
引
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
す
る
。
す
な
わ
ち
、
支
払
の
指
示
（ordre

de
payer

）
＋
支
払
（paiem

ent

）
＋
寄
託
（dépôt

）

の
三
つ
の
要
素
か
ら
な
る
取
引
が
振
込
で
あ
る
（
か
つ
、
こ
のp

aiem
en

t

は
、fictif

で
あ
る
。
＝
擬
制
的
弁
済
）。
被
仕
向
銀
行
と
受
取
人
と

の
契
約
に
よ
っ
て
、
入
金
記
帳
の
瞬
間
、
被
仕
向
銀
行
は
一
度
払
戻
を
な
し
、
こ
れ
が
あ
ら
た
め
て
受
取
人
よ
り
預
金
と
し
て
払
い
込
ま

（
25
）

（
27
）

（
26
）

（
28
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
33
）
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）
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れ
た
も
の
と
し
て
擬
制
さ
れ
る
（
要
す
る
に
、
準
消
費
寄
託
。H

A
M

E
L

は
、
こ
の
工
夫
が
必
要
な
点
を
除
け
ば
指
図
説
は
妥
当
だ
と
い
う
）。

﹇12

﹈
承

前

H
A

M
E

L

は
、
振
込
に
対
す
る
同
意con

sen
tem

en
t

（
意
思
表
示
）
の
錯
誤
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
銀
行
の
一
方

的
な
錯
誤
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
存
在
し
な
い
振
込
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
指
図
に
お
い
て
有
効
な
指
図
が
欠
缺
す
る
場
面
で
被
指
図
人

が
給
付
を
行
っ
た
場
合
に
お
け
る
処
理
と
同
様
に
扱
い
う
る
も
の
と
し
、
他
人
の
不
存
在
債
務
の
非
債
弁
済
（
民
法
典
第
一
二
六
三
条
第
二

項
）
と
し
て
取
戻
の
対
象
と
な
る
と
し
て
い
る
。「
擬
制
的
弁
済
説
に
お
い
て
は
、
検
討
の
対
象
で
あ
る
こ
の
設
例
に
お
い
て
、
銀
行
が

非
債
弁
済
返
還
請
求
権
を
行
使
す
る
事
を
許
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
原
則
と
し
て
は
肯
定
に
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
よ
う
に

お
も
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
銀
行
の
な
し
た
弁
済
は
、
そ
れ
自
体
が
そ
の
原
因cau

se

を
振
込
依
頼
人
に
対
す
る
銀
行
の
負
債
に
有
す

る
か
ら
で
あ
る
。
銀
行
は
、
受
取
人
に
向
け
て
、
自
ら
が
そ
れ
に
つ
い
て
振
込
依
頼
人
に
対
す
る
債
務
者
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
物
を
、

か
つ
、
自
ら
が
債
務
者
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
が
ゆ
え
に
支
払
う
の
で
あ
る
。
も
し
銀
行
が
こ
の
負
債
を
振
込
依
頼
人
に
対
し
て
弁
済
し

て
い
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
返
還
請
求
権
が
銀
行
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
は
何
人
も
疑
い
を
挟
ま
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
」。
そ
し
て
、

こ
の
あ
と
、H

A
M

E
L

は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
者
に
要
求
さ
れ
る
注
意
を
果
た
さ
な
い
過
失
に
よ
っ
て
錯
誤
し
た
銀
行
に
つ

い
て
は
、
民
法
典
第
一
三
八
二
条
に
よ
る
賠
償
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
取
戻
は
大
き
く
制
限
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
付

け
加
え
て
い
る
。

﹇1
3

﹈
そ
の
批
判

と
こ
ろ
で
、
指
図
の
原
理
を
適
用
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
で
は
抗
弁
制
限
の
原
則
が
作
用
し
て
い
る
か
ら
、
第
一
三

八
二
条
の
登
場
を
待
つ
ま
で
も
な
く
銀
行
が
自
ら
を
振
込
依
頼
人
の
債
務
者
と
誤
信
し
て
実
行
し
た
入
金
記
帳
は
、
な
お
有
効
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
ま
っ
た
く
瑕
疵
の
な
い
指
図
の
引
受
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
銀
行
の
な
し
た
出
捐
の
回
収
は
、
振
込
依
頼
人
に
対
す
る
委

任
・
事
務
管
理
を
根
拠
と
す
る
資
金
償
還
請
求
権
に
よ
る
も
の
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
銀
行
は
、
振
込
依
頼
人
に
対
し
て
は
資
金
の

償
還
を
請
求
で
き
る
こ
と
は
当
然
に
認
め
ら
れ
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
非
債
弁
済
に
よ
る
不
当
利
得
の
法
理
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

（
36
）

（
37
）

（
38
）

（
39
）（
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）

（
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）
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に
何
人
も
疑
い
を
挟
ま
な
い
。
し
か
し
、
受
取
人
に
対
し
て
は
、
あ
く
ま
で
有
効
な
指
図
の
支
払
と
し
て
な
さ
れ
た
当
該
出
捐
に
は
、
そ

の
給
付
保
持
力
を
奪
い
得
る
事
情
が
存
在
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
右
引
用
部
分
の
よ
う
に
、
抗
弁
制
限
の
適
用
さ
れ
な
い
帰
結
を
正

当
と
す
る
こ
のH

A
M

E
L

の
説
明
は
、
だ
か
ら
こ
そ
、
指
図
説
を
採
ら
ず
に
擬
制
的
弁
済
説
を
採
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
価

値
判
断
の
妥
当
性
を
問
う
前
に
、
用
い
ら
れ
て
い
る
現
実
の
仕
組
み
・
当
事
者
の
合
意
が
何
で
あ
っ
た
の
か
を
、
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
検

討
の
対
象
と
す
る
取
引
と
は
い
か
な
る
も
の
で
、
当
事
者
に
意
欲
さ
れ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
効
果
な
の
か
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
は
学
説
の
問
題
で
は
な
く
、
事
実
の
問
題
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
依
頼
人
の
依
頼
ど
お
り
の
入

金
記
帳
が
な
さ
し
め
る
こ
と
の
み
が
、
単
純
な
債
務
負
担
の
委
託
の
み
が
、
振
込
の
意
思
表
示
の
構
成
要
素
で
あ
る
な
ら
ば
、H

A
M

E
L

説
は
妥
当
し
な
い
。
振
込
取
引
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
に
は
千
差
万
別
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
う
る
。
日
本
の
全
銀
シ
ス
テ
ム
に
お
け

る
振
込
を
前
提
に
す
る
限
り
は
、
銀
行
と
受
取
人
と
の
間
の
預
金
契
約
に
お
い
て
、「
入
金
記
帳
は
、
当
行
が
、
振
込
依
頼
人
よ
り
資
金

を
受
取
り
、
あ
る
い
は
振
込
依
頼
人
に
対
す
る
負
債
の
残
高
が
十
分
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
行
い
ま
す
」
等
と
言
う
約
款
が
な
い
限

り
、H

A
M

E
L

の
擬
制
的
弁
済
説
を
選
択
す
る
余
地
は
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
判
断
の
前
提
と
な
る
パ
リ
控
訴
院
判
決
一
八
五
九
年
四
月

二
日
は
、
フ
ラ
ン
ス
銀
行
のm

an
d

at
rou

ge

の
仕
組
み
に
関
す
る
も
の
で
、
事
案
で
は
ま
だ
入
金
記
帳
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事

例
で
あ
る
か
ら
、
被
指
図
人
の
新
た
な
債
務
負
担
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
て
い
な
い
段
階
の
指
図
（d

elegatio
in

coh
ata

）
と
し
て
別
に
論

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇1
4

﹈
そ
の
後
の
理
論

二
〇
世
紀
後
半
に
至
り
、
判
例
は
、
受
取
人
口
座
へ
の
入
金
記
帳
は"

真
実
の
資
金
移
転
行
為v

e
rita

b
le

transfert
de

fonds

と
呼
び
、
現
代
の
理
論
に
お
い
て
は
、
振
込
と
は"
預
金
通
貨
の
移
転transfert

de
m

onnaie
scripturale

と
解
さ

れ
る
に
至
っ
た
。R

IP
E

R
T

et
R

O
B

L
O

T
(1994)

は
、
更
改
的
指
図
説
を
批
判
し
、
振
込
受
取
人
が
銀
行
に
対
し
て
債
権
者
に
な
る
の

は
、
振
込
指
示
の
効
果
で
は
な
く
て
入
金
記
帳
の
効
果
で
あ
る
と
い
う
点
を
と
ら
え
、
振
込
取
引
を
二
つ
の
行
為
に
分
解
し
、
振
込
指
示

（
41
）

（
42
）
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と
入
金
記
帳
と
は
続
け
て
行
わ
れ
る
各
々
二
当
事
者
間
の
別
々
の
行
為
で
あ
り
、
後
者
は
前
者
の
帰
結
で
は
あ
る
が
、
法
的
に
一
体
の
取

引(u
n

e
u

n
ion

ju
rid

iqu
e)

で
は
な
い
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
資
金
の
存
在
へ
の
誤
信
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
入
金
記
帳
で
あ
っ
て
も
受
取

人
は
有
効
に
債
権
者
た
り
う
る
こ
と
を
説
明
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
振
込
が
抽
象
性
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
右
文
献
も
触
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
預
金
契
約
と
し
て
把
握
さ
れ
る
入
金
記
帳
が
、
要
物
性
の
欠
如
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
ぜ

効
力
を
持
つ
の
か
を
ま
っ
た
く
説
明
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
う
え
で
結
論
に
お
い
て
指
図
説
を
模
倣
す
る
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
指

図
説
が
正
確
で
な
い
と
い
う
非
難
は
十
分
正
当
化
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

﹇1
5

﹈
預
金
通
貨
説

現
代
の
代
表
的
な
論
者
に
お
い
て
も
法
律
構
成
は
明
瞭
で
な
い
。C

A
B

R
IL

L
A

C

に
よ
る
銀
行
振
込
の
定
義
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。「〝
振
込
と
は
、
二
つ
の
口
座
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
単
な
る
帳
簿
上
の
操
作
、
即
ち
振
込
依
頼
人
の
口
座
に
借

方
記
帳
を
、
こ
れ
に
対
応
し
て
受
取
人
の
口
座
へ
の
入
金
〔
貸
方
〕
記
帳
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
資
金
ま
た
は
価
値
の
移
転
を
実
現
す
る

取
引
で
あ
るle

virem
ent

est
une

opération,subordonnée
à

l'existance
de

deux
com

ptes,quiréalise
un

transfert
de

fonds

ou
d

e
valeu

rs
p

ar
u

n
sim

p
le

jeu
d

'écritu
res:

l'in
scrip

tion
d

'u
n

d
ébit

au
com

p
te

d
u

d
on

n
eu

r
d

'ord
re

et
d

'u
n

créd
it

corrélatif
au

com
p

te
d

u
bén

éficiaire.

」。C
A

B
R

IL
L

A
C

自
身
は
そ
の
法
的
性
質
に
関
し
て
は
説
明
ら
し
い
説
明
も
し
な
い
が
、
弁

済
の
理
論
書
と
し
て
知
ら
れ
るC

A
T

A
L

A
,L

a
nature

juridique
du

paiem
ent,th.P

aris,1961

を
援
引
す
る
。「〝
硬
貨pièces

、〝
紙

幣billet

の
よ
う
な
伝
統
的
な
貨
幣
手
段
は
、〝
有
体
動
産m

eu
bles

corp
orels

で
あ
る
。
そ
の
価
値
す
べ
て
は
、
権
原
の
な
か
に
化
体

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
盗
難
・
遺
失
が
起
こ
る
と
き
に
は
、
所
有
者
に
は
救
済
手
段
が
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
他
の
支
払
手
段
が
発
達
す

る
こ
と
は
、
驚
く
に
値
し
な
い
。〝
口
座
引
落p

ré
lè

v
e

m
e

n
t

、〝
振
込v

ire
m

e
n

t

と
い
っ
た
手
段
は
、〝
預
金
通
貨m

o
n

n
a

ie

scrip
tu

rale

の
利
用
を
可
能
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
」。
こ
の
よ
う
な
「
非
物
質
性
」
は
一
般
に
債
権
と
い
う
財
産
に
お
い
て
認
め

ら
れ
る
。
し
か
し
、
債
権
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
財
産
性
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
預
金
通
貨
は
、
債
権
の
移
転
一
般
と
区

（
44
）

（
43
）

（
45
）（
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）（
47
）
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別
さ
れ
る
高
度
な
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
次
の
性
質
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
振
込
で
あ
れ

ば
、
振
込
依
頼
人
か
ら
資
金
を
ま
だ
受
領
し
て
い
な
い
の
に
、
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
先
に
入
金
記
帳
を
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
場
合
、
あ
る

い
は
、
受
領
し
た
も
の
と
誤
認
し
て
入
金
記
帳
を
し
て
い
た
場
合
に
、
錯
誤
無
効
を
受
取
人
に
対
し
て
主
張
し
得
な
い
こ
と
。
ま
た
、
振

込
依
頼
人
と
受
取
人
と
の
関
係
に
、
入
金
記
帳
の
有
効
性
が
依
存
し
な
い
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
性
質
を
正
当
化
す
る
に
は
、

指
図
の
観
念
が
適
合
的
な
こ
と
は
、
既
述
か
ら
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

﹇1
6

﹈
判

例

振
込
取
引
が
決
済
力
を
認
め
ら
れ
、
実
際
上
は
既
存
債
務
の
弁
済
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
頻
で
あ
る
と
い

う
理
由
で
、
更
改
的
指
図
説
は
依
然
と
し
て
主
張
さ
れ
つ
づ
け
て
い
た
。
し
か
し
、
振
込
に
よ
っ
て
贈
与
や
与
信
な
ど
既
存
債
務
を
前
提

に
し
な
い
取
引
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
（
破
毀
院
一
九
六
六
年
七
月
一
二
日
）。
や
が
て
判
例
に
お
い
て
も
、
振
込
は
「
抽
象
的
な
」

(abstrait)

「
預
金
通
貨
の
移
動
」(u

n
e

rem
ise

d
e

m
on

n
aie

scrip
tu

rale)

と
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
に
至
り
、
既
に
振
込
は
「
完

全
指
図
」
で
は
な
い
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。「
完
全
指
図
」
説
で
は
対
価
関
係
上
の
既
存
債
務
の
不
存
在
に
際
し
て
錯
誤
無
効
を
主
張
で

き
る
こ
と
に
な
る
が
、
現
代
の
理
論
に
お
い
て
は
、
か
か
る
無
効
の
抗
弁
は
不
対
抗
と
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
所
は
依
頼
人
の
誤
り
に
よ
る

同
一
受
取
人
へ
の
二
重
の
振
込
に
お
い
て
、
依
頼
人
（
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
）
は
受
取
人
の
破
産
債
権
者
と
同
順
位
で
競
合
す
る
結

論
を
支
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
預
金
通
貨
説
の
普
遍
的
な
勝
利
を
意
味
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
既
述
の
と
お
り
、
預
金

通
貨
と
い
う
動
産
類
似
の
財
貨
を
、
民
法
学
が
承
認
し
て
い
る
場
所
に
限
っ
て
そ
の
よ
う
な
法
律
構
成
が
可
能
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
さ

ら
に
、
預
金
通
貨
が
動
産
類
似
の
財
貨
で
あ
る
と
な
れ
ば
、
振
込
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
出
捐
行
為
の
実
体
的
効
力
は
、
完
全
に
対
価
関
係

上
の
取
引
行
為
の
有
効
性
に
従
属
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
無
因
的
移
転
に
つ
い
て
承
認
す
る
た
め
に
は
別
の
原
理
を
当
該
私

法
体
系
の
ど
こ
か
か
ら
借
用
す
る
以
外
に
は
な
い
。

﹇1
7

﹈
確
実
指
図
説

振
込
取
引
に
付
与
さ
れ
た
諸
属
性
を
矛
盾
な
く
説
明
で
き
る
概
念
と
は
、
指
図
の
な
か
で
も
「〝
確
実
指
図

（
48
）

（
49
）

（
50
）

（
51
）

（
52
）

（
53
）
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délégation

certaine

」（
ま
た
は
〝
純
粋
指
図delegazione

pura
/R

eineanw
eisung

）
と
言
わ
れ
る
類
型
で
あ
る
。M

A
L

A
U

R
IE

et
A

YN
E

S

(1
9

9
4

)

は
、
確
実
指
図
の
名
に
お
い
て
、
被
指
図
人
の
定
額
約
束
が
、
資
金
関
係
上
の
抗
弁
事
由
か
ら
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
対
価
関

係
上
の
抗
弁
事
由
か
ら
も
ま
た
解
放
さ
れ
て
い
る
類
型
の
取
引
を
認
め
て
い
る
。
ロ
ー
マ
の
共
和
制
期
に
は
、
帳
簿
を
用
い
た
幾
種
類
も

の
取
引
が
実
用
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
で
も
、transcriptio

a
persona

in
personam

は
、
債
務
者
が
債
権
者
に
直
接
弁
済
す
る

代
わ
り
に
第
三
者
へ
の
債
務
負
担
行
為
（
第
三
者
の
帳
簿
へ
の
収
入
記
帳accep

ta

の
方
法
に
よ
る
）
を
お
こ
な
っ
て
自
ら
は
債
務
を
免

れ
る
（
債
権
者
へ
の
支
出
記
帳e

x
p

e
sn

sa

の
方
法
に
よ
る
）
取
引
で
あ
り
、
一
部
の
論
者
に
よ
れ
ば
こ
れ
が
ロ
ー
マ
の
銀
行
業
者
の
振

込
取
引
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
法
的
取
引
はd

elegatio

と
し
て
分
析
さ
れ
て
お
り
、
ガ
イ
ウ
ス
の
著
名
な
法
文
の
一
つ
は
、tran

scrip
-

tio

の
受
取
人
にd

élégataire
（
転
付
受
益
者
）
の
地
位
を
与
え
、
こ
の
者
は
、
既
にd

élégan
t

（
転
付
指
示
者
）
が
負
担
し
て
い
た
金

額
を
、délégué

（
被
転
付
者
）
の
名
に
お
け
るexpensum

と
し
て
記
帳
す
る
場
合
を
描
く
。

﹇1
8

﹈
振
込
のcause

次
に
、
三
者
間
取
引
で
あ
る
店
内
振
込
の
法
律
構
成
を
念
頭
に
、
銀
行
に
よ
る
入
金
記
帳
の
原
因

(cau
se

)

概
念
を
定
義
し
て
み
た
い
。
法
律
行
為
の
社
会
的
経
済
的
機
能
と
い
う
見
地
か
ら
言
え
ば
、
原
因
は
、「
依
頼
人
が
実
現
し
よ
う
と
意
欲

す
る
実
質
的
取
引

(op
ération

fon
d

am
en

tale)

に
存
す
る
」(C

A
B

R
IL

L
A

C
)

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
も
っ
と
精
密
に
、
銀
行
の
入

金
記
帳
行
為

(in
scrip

tion
)

の
経
済
的
な
引
当
て
と
な
っ
て
い
る
要
素
と
い
う
意
味
で
の
原
因
は
、
銀
行
と
依
頼
人
と
の
関
係
（
同
店
内

振
込
の
場
合
）、
す
な
わ
ち
顧
客
の
預
金
の
残
高
で
あ
り
（H

A
M

E
L

）、
あ
る
い
は
、
依
頼
人
へ
の
与
信
残
高
で
あ
ろ
う
。
他
方
、

C
A

B
R

IL
L

L
A

C

に
よ
れ
ば
、
振
込
の
抽
象
性
と
呼
ぶ
と
き
、
そ
れ
は
入
金
記
帳
行
為
が
資
金
関
係
か
ら
も
、
決
済
し
よ
う
と
し
て
い
る

実
質
的
取
引
か
ら
も
影
響
も
受
け
な
い
、
と
い
う
二
面
的
な
独
立
を
意
味
す
る
と
い
う
。
抽
象
的
債
務
負
担
行
為
を
認
め
な
い
私
法
体
系

に
お
い
て
も
、「
三
角
型
法
的
取
引
」(opération

juridique
triangualire)

は
特
殊
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
根
拠
と
し

て
、
右
類
型
の
取
引
は
、
出
捐
者
と
受
益
者
と
が
双
方
に
共
通
の
目
的
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
共
通
す
る
第
三
者
と
の
間
で
各
追
求

（
56
）

（
57
）

（
58
）

（
59
）

（
60
）

（
54
）

（
55
）
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す
る
別
の
目
的
を
有
し
て
い
て
、
互
い
に
自
己
の
知
る
べ
き
で
な
い
法
律
関
係
上
生
じ
た
故
障
の
影
響
を
受
け
ず
に
当
該
三
角
取
引
の
効

果
を
享
受
し
う
る
と
い
う
点
に
、
当
該
取
引
の
社
会
的
機
能
が
あ
る
（
確
実
な
決
済
と
給
付
過
程
の
節
約
）
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の

原
因
概
念
の
「
外
在
化
」（
第
三
者
の
介
在
）「
二
重
化
」（
出
捐
目
的
と
受
益
目
的
の
分
裂
）
こ
そ
が
、
三
角
型
法
的
取
引
に
お
け
る
原

因
の
構
造
の
特
殊
性
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
こ
で
い
え
ば
、
振
込
依
頼
人
と
銀
行
と
の
間
で
は
資
金
の
払
戻
を
さ
せ
な
い
か
わ
り
に
、
依

頼
人
と
受
取
人
と
の
関
係
で
生
じ
た
故
障
を
銀
行
は
無
視
し
て
よ
く
、
他
方
、
振
込
依
頼
人
と
受
取
人
と
の
間
で
は
、
依
頼
人
と
銀
行
と

の
間
に
ど
ん
な
事
情
が
あ
ろ
う
と
も
入
金
記
帳
の
効
力
を
破
壊
さ
れ
ず
、
そ
の
か
わ
り
、
消
滅
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
既
存
債
務
に
つ
い

て
既
に
代
物
弁
済
を
受
け
る
な
ど
し
て
い
た
場
合
に
は
、
受
取
人
は
不
当
利
得
と
し
て
右
資
金
を
依
頼
人
に
返
還
す
る
義
務
を
負
う
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

﹇1
9

﹈
入
金
記
帳
の
抽
象
性

指
図
法
理
に
よ
る
こ
と
な
く
、
振
込
取
引
に
お
け
る
「
抽
象
性
」
を
基
礎
付
け
る
た
め
に
は
、
入
金
記

帳
を
抽
象
的
債
務
負
担
行
為
（
単
純
約
束
）
と
み
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
い
か
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
、
契
約
自
由
の
原
理
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
見
解
と
、
法
規
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
す
る
見
解
と
が
我
が
国
の
解

釈
論
で
は
並
び
た
っ
て
い
る
。
私
人
の
合
意
次
第
で
無
因
行
為
か
ら
無
因
性
を
事
実
上
剥
奪
す
る
―
―
無
因
行
為
の
存
続
を
原
因
関
係
が

無
効
で
あ
る
場
合
に
ド
イ
ツ
民
法
一
三
九
条
（
一
部
無
効
の
法
律
行
為
の
全
部
無
効
）
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
―
―
こ
と
は
で
き
な

い
も
の
の
、
無
因
性
を
自
由
な
合
意
に
よ
っ
て
付
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
は
言
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
前
者
の
見
解
を
是
と
す
る
見

解
も
あ
る
。
既
述
の
と
お
り
日
本
の
私
法
に
お
い
て
は
、
抽
象
的
法
律
行
為
は
特
段
の
法
規
に
よ
る
正
当
化
を
さ
れ
て
い
な
い
。
手
形
行

為
の
よ
う
に
制
定
法
に
よ
り
定
義
づ
け
ら
れ
た
抽
象
的
法
律
行
為
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
承
認
す
る
た
め
の
基
礎
が
あ
る
と
い
え
る
が
、
一

般
私
法
上
の
法
律
行
為
は
、
や
は
り
、
原
因
を
要
素
と
す
る
こ
と
を
も
っ
て
原
則
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
然
ら
ば
、
振
込
取
引
と
は
、

指
図
と
同
じ
よ
う
に
、
原
因
の
役
割
が
制
限
さ
れ
て
い
る
三
角
型
法
的
取
引
で
あ
る
と
考
え
る
ほ
か
に
な
い
。

（
61
）

（
62
）

（
63
）

（
64
）

（
65
）
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（
24
）
柴
崎
・
手
形
法
理
と
抽
象
債
務
。
と
こ
ろ
で
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、"

支
払
指
図A

n
w

e
isu

n
g

説
は
、
支
持
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
ド
イ
ツ
民
法
典
七
八
三

条
以
下
のA

n
w

e
isu

n
g

は
、
書
面
を
要
す
る
行
為
で
あ
り
、
こ
れ
が
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。
詳
細
は
、
大
西
武
士
・
後
掲
手
研
四
四
七
号
二
九
頁
以
下
参
照
。

な
お
、
日
本
法
の
問
題
と
し
て
抽
象
行
為
の
法
認
は
自
明
と
の
出
発
点
を
採
る
見
解
の
代
表
が
後
藤
紀
一
・
前
掲
注
（
7
）
で
あ
る
。

（
25
）c.civ.art.1275.

（
26
）H

A
M

E
L

(Joséph),B
anques

et
opérations

de
banque,tom

e
2,1943,pp

221-323,notam
m

ent
pp.240

et
s.nº

819.

（
27
）C

A
B

R
IL

L
A

C
(M

ichel),C
hèque

et
virem

ent,2e
éd.,1980,L

itec.

（
28
）
ド
ウ
エ
イ
控
訴
院
判
決
一
九
三
一
年
五
月
一
日(S.1932.57,note

D
R

O
U

IL
L

A
T

)

等
。

（
29
）C

A
B

R
IL

L
A

C
,op.cit,nº

390;D
R

O
U

IL
L

A
T

,infra.,nº
26.

（
30
）T

H
A

L
L

E
R

(E
dm

ond)
et

P
E

R
C

E
R

O
U

(Jean),T
raité

élém
entaire

de
droit

com
m

ercial,à
l'exclusion

de
droit

m
aritim

e,8e
éd.,1931,tom

e
2,

n
º

1609;
L

A
C

O
U

R
(L

éon
)

et
B

O
U

T
E

R
O

N
(Jacqu

es),
P

récis
d

e
d

roit
com

m
ercial,

3
éd

.,
tom

e
2,

n
º

1411;
L

Y
O

N
-C

A
E

N
(C

h
arles)

et

R
E

N
A

U
L

T
(L

ouis)
par

A
M

IA
U

D
,

T
raité

de
droit

com
m

ercial,
tom

.
IV

,
4e

éd.,
nº

678
et

t.
V

II,
n°

345
note

6;
E

SC
A

R
R

A
(Jean)

et
R

A
U

L
T

,

P
rin

cip
es

d
e

d
roit

com
m

ercial,
tom

e
V

I,
n

º
356,

D
R

O
U

L
L

IA
T

,
E

tu
d

e
ju

rid
iqu

e
d

u
virem

en
t

en
ban

qu
e,

th
.

P
aris,

1932,
n

º s
26

et
su

iv.,

H
A

R
IST

O
Y,

op.
cit.,

nº s
165

et
suiv;

C
A

B
R

IL
L

A
C

,
op.

cit.,
n°

391,
note

2.
H

A
M

E
L

,
op.

cit.,
nº

819,
p.

240.

は
、「
全
員
一
致unanim

e

」
と
し
て

い
る
。H

A
M

E
L

,
ibid.

に
よ
れ
ば
、
こ
の
多
数
説
は
ロ
ー
マ
法
、
と
り
わ
け
ガ
イ
ウ
ス
の
法
学
提
要
に
もtranscriptio

a
persona

in
personam

を
指
図
に

同
視
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
す
る
と
い
う
。H

A
M

E
L

い
わ
く
こ
の
指
図
は
無
論
「
不
完
全
指
図
」
で
は
な
く
、
既
存
債
務
の
更
改
を
伴
う
指

図
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
振
込
実
行
後
に
旧
債
務
者
は
免
責
さ
れ
、
銀
行
の
支
払
能
力
を
担
保
す
る
者
で
は
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
と
の
理
解
に
よ
る
。

こ
の
点
が
小
切
手
と
異
な
る
の
だ
と
。

（
31
）
た
だ
し
、H

A
M

E
L

は
、
民
法
典
一
二
七
六
条
（C

o
d

e
civild

es
français

(1804)
A

rt.
1276.

L
a.L

e
créancier

quia
déchargé

le
débiteur

par
qui

a
été

faite
la

délégation,
n'a

point
de

recours
contre

ce
débiteur,

si
le

délégué
devient

insolvable,
à

m
oins

que
l'acte

n'en
contienne

une

réserve
expresse,ou

que
le

délégué
ne

fût
déjà

en
faillite

ouverte,ou
tom

bé
en

déconfiture
au

m
om

ent
de

la
délégation.

第
一
二
七
六
條

債

權
者
ガ
指
圖
ヲ
爲
シ
タ
ル
債
務
者
ヲ
免
責
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
被
指
圖
人
ガ
無
資
力
ト
ナ
リ
タ
ル
ト
キ
ト
雖
モ
、
債
務
者
ニ
對
シ
テ
求
償
ヲ
爲
ス
コ
ト
ヲ
得
ズ
、

但
シ
契
約
書
ニ
於
テ
明
カ
ニ
求
償
權
ヲ
留
保
シ
タ
ル
カ
、
又
ハ
被
指
圖
人
ガ
指
圖
ノ
當
時
既
ニ
破
産
ヲ
開
始
セ
ラ
レ
居
タ
ル
カ
若
ハ
家
資
分
産
ニ
陥
リ
居
タ
ル

ト
キ
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ズ
（
神
戸
大
學
外
國
法
研
究
會
前
掲
・
佛
蘭
西
民
法
〔
Ⅲ
〕）。）
の
定
め
る
、
特
別
の
…
…
す
な
わ
ち
、
明
示
の
特
約
に
よ
る
留
保
の
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場
合
と
、
被
指
図
人
破
産
・
家
資
分
産
の
場
合
の
み
に
認
め
ら
れ
る
…
…
遡
求
権
に
言
及
す
る
。
前
者
は
振
込
に
関
す
る
議
論
が
前
提
に
し
て
い
る
取
引
態
様

か
ら
い
え
ば
ほ
と
ん
ど
問
題
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
後
者
の
場
面
で
は
実
益
が
あ
る
。H

A
M

E
L

,op.cit.,nº
841.

（
32
）
更
改
意
思
は
明
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
受
取
人
が
振
込
の
方
法
で
弁
済
を
受
け
る
こ
と
を
承
諾
し
た
こ
と
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
る
。

D
R

O
U

IL
L

A
T

は
、
破
毀
院
民
事
部
判
決
一
九
〇
三
年
一
月
一
三
日
（S.

1903.
1.

397

）
を
以
て
判
例
が
一
二
七
五
条
…
…A

rt.
1275.

L
a

délégation
par

laquelle
un

débiteur
donne

au
créancier

un
autre

débiteur
qui

s'oblige
envers

le
créancier,

n'opère
point

de
novation,

si
le

créancier
n'a

expressém
ent

déclaré
qu'il

entendait
décharger

son
débiteur

qui
a

fait
la

délégation.

第
一
二
七
五
條

債
務
者
ガ
債
權
者
ニ
對
シ
テ
義
務
ヲ
負
フ

他
ノ
債
務
者
ヲ
債
權
者
ニ
供
輿
ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
ス
ル
指
圖
ハ
、
債
權
者
ガ
指
圖
ヲ
爲
シ
タ
ル
債
務
者
ヲ
免
責
ス
ル
ノ
意
思
ヲ
明
示
シ
タ
ル
ニ
非
ザ
ル
限
リ
、

更
改
ノ
効
力
ヲ
生
ズ
ル
コ
ト
ナ
シ
（
神
戸
大
學
外
國
法
研
究
會
前
掲
・
佛
蘭
西
民
法
〔
Ⅲ
〕）
…
…
の
振
込
へ
の
適
用
を
排
し
た
も
の
と
解
し
て
い
る
。
同
条

は
更
改
意
思
の
証
拠
は
、
書
面
を
も
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
し
て
お
ら
ず
、
明
白
で
あ
れ
ば
足
る
か
ら
で
あ
る
。
判
例
は
、
第
一
二
七
三
条
の

「
明
示
の
免
責décharge

expresse

」
が
な
い
た
め
に
そ
れ
を
完
全
指
図
と
呼
べ
な
い
と
き
で
も
、
第
一
二
七
五
条
の
「
明
ら
か
に
表
明
さ
れ
た
意
思volonté

expressém
ent

déclarée

」
に
よ
る
更
改
が
あ
る
も
の
と
し
た
（
破
毀
院
審
理
部
一
八
九
六
（
？
）
年
一
二
月
一
二
日
、D

.
67.

1.
433.

）
が
、H

A
M

E
L

は
、

こ
の
判
例
の
努
力
を
と
り
あ
げ
た
、
そ
し
て
、
一
二
七
五
条
と
一
二
七
三
条
と
で
の
明
示
的
更
改
意
思
の
存
在
の
要
件
が
同
義
反
復
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
論

者
と
し
て
、H

U
B

E
R

T

を
挙
げ
る
。H

A
M

E
L

,op.cit.,n°
819,pp.241-242,note

3.

こ
の
見
解
は
同
時
にP

L
A

N
IO

L

やJO
SSE

R
A

N
D

に
支
持
さ
れ
た
。

C
O

L
IN

が
反
対
論
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
33
）H

A
M

E
L

,op.cit,n°
820.

（
34
）B

A
U

D
R

Y-L
A

C
A

N
T

IN
E

R
IE

(G
.)

et
B

A
R

D
E

(L
.),

T
raité

théorique
et

pratique
de

droit
civil,

D
es

obligations,
tom

.
3e,

3e
éd.,

(1908),
n°

1752,p.70.

そ
の
他
ロ
ー
マ
法
源
と
し
てD

ig.liv.44
.tit.4.(D

e
dolim

aliet
m

etus

悪
意
の
抗
弁
と
不
安
の
抗
弁),7

(U
lpianus

lib.76
ad

E
dictum

).

ま

た
、P

O
T

H
IE

R
(R

obert),
T

raité
des

obligations
(1761),

n°
602,

p.
96

d'O
euvres

com
plètes

de
P

othier,
N

ouvelle
E

dition
(1821),

par
M

.

B
U

G
N

E
T

.

（
35
）H
A

M
E

L
,op.cit,n°

821.

こ
の
「
支
払
（
弁
済
）paiem

ent

」
は
、fictif
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。H

A
M

E
L

は
、
こ
の
行
為
を
、
振
込
の
要

部
を
実
現
す
る
も
の
と
し
て
い
て
、
こ
の
要
部
と
は
す
な
わ
ち
「
依
頼
人
か
ら
受
取
人
へ
の
資
金
移
動tran

sp
o

rt
d

e
fo

n
d

s
d

u
d

o
n

n
e

u
r

d
'o

rd
re

au

b
én

éficiaire

」
と
表
現
し
て
い
て
、
し
か
も
、
こ
の
資
金
移
動
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
二
組
の
免
責d

ou
b

le
lib

ération

」
が
伴
う
も
の
と
い
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
こ
のp

a
ie

m
e

n
t

は
、
も
は
や
依
頼
人
の
受
取
人
に
対
す
る
債
務
の
弁
済
と
い
う
以
上
の
意
味
を
持
つ
に
至
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
為
替
手
形
や
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小
切
手
に
お
け
る
よ
う
な
単
純
な
金
銭
支
払
委
託
に
応
じ
た
支
払
な
の
で
あ
る
。H

A
M

E
L

,
op.

cit.,
n°

823.

は
、
委
任
者
が
受
任
者
に
事
務
処
理
費
用
を
前

渡
す
る
ケ
ー
ス
、
あ
る
い
は
贈
与
の
よ
う
な
場
合
を
挙
げ
、「
そ
れ
自
体
は
指
図
の
諸
規
則
と
矛
盾
し
な
い
」
と
い
い
、
い
か
な
る
既
存
債
務
も
な
い
指
図
を

可
能
と
す
るC

O
L

IN
et

C
A

P
IT

A
N

T
,

C
ours

élém
entaire

de
droit

civil,
tom

e
2,

n°
330.

を
挙
示
す
る
。
民
法
典
第
一
二
七
五
条
は
、
既
存
債
務
の
な
い

更
改
の
伴
わ
な
い
指
図
を
禁
止
す
る
趣
旨
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
指
図
は
弁
済
を
実
現
す
る
目
的
を
も
た
な
い
と
し
て
も
振
込
を
説
明
で
き
る
と
い
う
の
で
あ

る
。La

délégation
pourrait

donc
servir

à
expliquer

le
virem

ent
m

eûm
e

quand
celui-cin'a

pas
pour

objet
de

réaliser
un

paiem
ent.H

A
M

E
L

は
、

こ
こ
で
も
指
図
説
が
受
け
た
批
判
が
妥
当
す
る
と
い
い
、
指
図
に
よ
っ
て
成
立
し
た
債
権
に
期
限
の
利
益
と
利
息
と
が
伴
う
と
い
う
効
果
を
説
明
で
き
な
い
と

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、H

A
M

E
L

の
複
合
行
為
的
な
理
解
…
…o

rd
re

+
p

aie
m

e
n

t
+

d
e

p
o

t

…
…
の
説
明
が
妥
当
す
る
と
言
う
の
か
と
思
い
き
や
、

H
A

M
E

L

は
、
前
言
を
覆
し
て
自
説
を
も
捨
て
て
し
ま
う
。
即
ち
、
既
存
債
務
の
弁
済
を
目
的
と
し
て
い
な
い
か
ら
、
こ
れ
はp

aiem
en

t

で
は
な
い
と
い
う
の

で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、H

A
M

E
L

説
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
「
弁
済
」
で
は
な
く
て
単
純
無
色
中
立
の
「
支
払
」
と
い
う
意
味
で
用

い
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
結
局
、H

A
M

E
L

は
、p

aiem
en

t

を
含
む
複
合
行
為
説
が
採
れ
な
い
と
し
た
上
で
「
こ
こ
で
は
こ
の
行
為
が
資
金
の
給
付

rem
ise

d
e

fon
d

を
実
現
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
け
ば
十
分
で
あ
る
」
と
曖
昧
に
終
始
し
、
事
柄
を
た
だ
描
写
す
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
が
は

た
し
て
法
的
性
質
決
定
の
名
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
何
の
法
律
効
果
も
導
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろH

A
M

E
L

の
記
述
を
独
立
し
た
一
つ
の
学
説
と
し

て
扱
う
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
既
述
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
同
書
に
は
正
解
に
至
る
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
指

図
の
観
念
を
排
斥
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
な
ぜ
指
図
と
寄
託
と
を
組
み
合
わ
せ
る
行
為
だ
と
言
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。H

A
M

E
L

は
こ
の
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
準
消
費
寄
託
の
観
念
が
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
原
因
の
交
替
す
る
更
改
が
あ
る
で
は
な
い

か
。
指
図
説
の
利
点
と
し
て
の
抗
弁
制
限
の
正
当
化
はp

a
ie

m
e

n
t

を
含
む
複
合
行
為
説
で
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
資
金
関
係
か
ら
の
独
立
は
説
明

で
き
て
も
、p

aiem
en

t

を
支
払
で
は
な
く
弁
済
と
解
す
る
限
り
対
価
関
係
へ
の
完
全
な
従
属
が
待
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
の
理
論
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
と
は
い

え
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
既
にG

ID
E

と
と
も
にd

élégation
certain

e
の
観
念
を
知
っ
て
い
た
。
お
そ
ら
くH

A
M

E
L

の
煩
悶
の
延
長
上
に
現
代
指
図
理
論
を
据

え
る
と
き
、
得
ら
れ
る
解
は
、「
振
込
＝
確
実
指
図
＋
準
消
費
寄
託
」
で
あ
る
は
ず
で
は
な
い
か
。

（
36
）H
A

M
E

L
,op.cit.,n°

828,pp.257-258.

（
37
）H

A
M

E
L

の
説
明
は
、
指
図
説
か
ら
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
批
判
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
銀
行
が
受
取
人
に
払
渡
し
た
金
員
の
返
還
を
求
め
う
る
の
は
、
有
効

な
指
図
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
対
価
関
係
上
の
既
存
債
務
の
不
存
在
に
つ
い
て
過
失
な
く
錯
誤
し
て
弁
済
を
し
た
こ
と
の
み
に
根
拠
を
も
と
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
しH

A
M

E
L

の
説
明
で
ゆ
く
と
、
資
金
関
係
が
存
し
て
い
て
、
現
実
に
依
頼
人
か
ら
の
振
込
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
て
い
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て
、
こ
れ
に
対
応
し
た
入
金
記
帳
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
対
価
関
係
の
不
存
在
に
つ
い
て
銀
行
が
過
失
な
く
不
知
で
あ
れ
ば
こ
れ
を
返
還
請
求
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
こ
れ
は
容
認
で
き
な
い
結
論
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
現
代
日
本
の
振
込
学
説
で
あ
れ
ば
容
認
し
な
い
帰
結
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

問
題
は
、
指
図
学
説
な
い
し
三
者
不
当
利
得
学
説
に
お
け
る
二
重
欠
缺
な
い
し
直
接
貫
徹
請
求
権
の
理
論
に
拠
る
べ
き
で
あ
る
。

（
38
）H

A
M

E
L

,op.cit.,nº
822.

（
39
）H

A
M

E
L

,op.cit.,nº
828,p.259.

（
40
）H

A
M

E
L

,op.cit.,nº
828,p.260.

（
41
）Journ.trib.,1859.417.

（
42
）R

IP
E

R
T

(G
eorge)

et
R

O
B

L
O

T
(R

ené)
par

D
E

L
E

B
E

C
Q

U
E

(P
hilippe)

et
G

E
R

M
A

IN
(M

ichel),T
raité

de
droit

com
m

ercial,tom
e

2,14e
éd.,

1994,L
G

D
J.,nº

2309.

（
43
）R

IP
E

R
T

et
R

O
B

L
O

T
,op.cit,nº

2308.SIM
L

E
R

(P
hilippe), Ju

ris-cla
sseu

r
C

ivil,C
od

e
-A

rt.1271
à

1281,F
asc.40,C

ontrats
et

obligations
-

D
élégation,

2004,
n°

42.

は
、
振
込
に
更
改
的
指
図
の
適
用
を
見
る
学
説(T

O
U

R
N

O
N

,
note

sous
C

ass.
civ.,

7
fév.

1944,
JC

P
G

1944,
II,

2604)

を
否

定
し
、
銀
行
を
以
て
被
指
図
人
と
見
る
こ
と
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
銀
行
は
新
た
な
債
務
負
担
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
記
帳
行
為
の
作
用
を
通
じ
て"

振
込

金
額
を
口
座
か
ら
口
座
に
移
転
す
るtran

sférer
le

m
on

tan
t

d
u

virem
en

t
d

'u
n

com
p

te
à

u
n

au
tre

だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
銀
行
取
引
独
特
の
仕
組
み

m
écanism

e
bancaire

original

で
あ
り
、
民
法
に
は
こ
れ
に
相
当
す
る
制
度
は
な
い
、
と
の
指
摘
を
援
引
す
る(R

IV
E

S-L
A

N
G

E
(J.-L

.)
et

C
O

N
T

A
M

IN
E

-

R
A

YN
A

U
D

(M
.),

D
roit

ba
n

ca
ire,

P
récis

D
alloz,

6e
éd.

1995,
n°

249
s;

M
A

R
T

Y
(G

.),
R

A
YN

A
U

D
(P

.)
et

JE
ST

A
Z

(P
h.),

D
roit

civil,
L

es

obliga
tion

s,
t.

2,
L

e
régim

e,
Sirey,

2e
éd.

1989,
nº

427;
M

A
R

T
IN

(D
.),

A
spects

juridiques
du

virem
ent,

R
evue

de
droit

bancaire
et

bourse,

1989,
p.

149;
G

R
U

A
(F

.),
Sur

les
ordres

de
paiem

ent
en

général,
D

.
1996.

chron.
p.

172;
C

ontrats
bancaires,

É
conom

ica,
1990,

n°
160

s.)

。

こ
れ
に
対
し
て
銀
行
カ
ー
ド
に
関
す
る
法
律
構
成
と
し
て
は
、
指
図
説
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
取
引
が
カ
ー
ド
の
発
行
主
体
に
よ
っ
て
担
保

garan
tie

さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
人
的
・
自
律
的
債
務
を
負
担
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
指
図
に
よ
る
説
明
も
可
能
で
あ
る(L

U
C

A
S

D
E

L
E

Y
S

S
A

C
(C

lau
d

e),

L
es

cartes
de

paiem
ent

et
le

droit
civil,in

L
es

ca
rtes

d
e

p
a

iem
en

t,
E

con
om

ica
1981,p.67

s;B
E

N
A

B
E

N
T

(A
lain), L

es
obliga

tion
s,P

récis

D
om

at,
7e

éd.
1999,

n°
757;

B
IL

L
IA

U
(M

arc),
L

a
d

éléga
tion

d
e

créa
n

ce,
E

ssa
i

d
'u

n
e

th
éorie

ju
rid

iqu
e

d
e

la
d

éléga
tion

en
d

roit
d

es

obliga
tion

s,
préf.

J.
G

hestine
:

L
G

D
J

1989,
n°

444
s.,

spécialem
ent

n°
469;

G
R

U
A

,
op.

cit.,
n°

187;
M

A
R

T
IN

(D
idier),

L
'analyse

juridique

du
rêglem

ent
par

carte
bancaire,

D
.

1987,
chr.

p.
51;

E
C

O
N

O
M

ID
E

S-A
P

O
ST

O
L

ID
IS

(R
.-C

.),
L

a
nature

juridique
des

relations
issues

de
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l'utilisation

d'une
carte

de
crédit

dans
les

droits
des

É
tats

m
em

bres
de

la
C

E
E

,
R

evu
e

in
tern

a
tion

a
le

d
u

d
roit

com
p

a
ré,

1994,
p.

1023
s;

C
A

V
ersailles,

26
oct.

1995,
Juris-D

ata
n°

1995-045942)

と
い
う
の
で
あ
る
…
…
と
い
う
こ
と
は
、
振
込
取
引
に
お
い
て
も
、
被
仕
向
銀
行
が
入
金
記
帳

を
な
す
こ
と
を
以
て
こ
れ
が
完
成
す
る
も
の
と
し
て
見
る
と
き
は
、
同
様
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
よ
う
…
…
。

（
44
）C

A
B

R
IL

L
A

C
,op.cit.,n°

365.

（
45
）C

A
T

A
L

A
,L

a
nature

juridique
du

paiem
ent,th.P

aris,1961,n°
75,p.141.

預
金
通
貨m

onnaie
scripturale

の
語
自
体
は
、d

ep
osit

cu
rren

cy

の

仏
訳
で
あ
り
、
ベ
ル
ギ
ー
の
経
済
学
者A

N
S

IA
U

X

が
採
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。L

A
S

S
A

L
A

S
(C

h
ristin

e),
L

'in
scrip

tion
en

com
p

te
d

es
valeu

rs:
la

notion
de

propriété
scripturale,1997,L

G
D

J,n°
48.

（
46
）C

A
T

A
L

A
,

op.
cit.,

n°
76,

p.
141.

預
金
通
貨
と
は
、"

非
物
質
的im

m
atérielle

貨
幣
で
あ
る
。
救
済
手
続
が
申
立
て
ら
れ
な
い
限
り
は
、
そ
れ
を
何
ら
具

体
化
す
る
も
の
は
な
く
、
銀
行
の"

記
帳é

c
ritu

re
s

の
み
が
そ
の
存
在
の
証
明
に
な
る
。
こ
の
貨
幣
は
こ
れ
を
占
有
す
る
者
の
財
産
の
要
素
に
含
ま
れ
る
が
、

「"

そ
の
所
有
権
の
た
め
に
触
知
し
う
る
獲
得
物
を
与
え
な
い
要
素
で
あ
るun

élém
ent

qui
n'offre

pas
de

prise
tangible

à
son

droit
de

propriété

」。
こ

の
非
物
質
的
貨
幣
は
、
も
っ
ぱ
ら
銀
行
や"

郵
便
小
切
手
管
理
局A

dm
inistration

des
chèque

postaux

が
顧
客
と
の
間
で
の
預
金
契
約
に
基
づ
い
て
設
定
す

る
口
座
へ
の
記
載
に
し
か
依
拠
し
な
い
。
預
金
通
貨
を
移
動
さ
せ
る
手
段
と
し
て
は
、"

自
動
引
落prélèvem

ent
autom

atique

、"

小
切
手chèque

の
振
出
、

"

振
込
の
指
示ordre

de
virem

ent

に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
金
に
よ
る
弁
済
と
比
べ
て
、
預
金
通
貨
に
よ
る
弁
済
に
は
次
の
よ
う
な
違
い
が
指
摘
で
き
る
。

後
者
で
は
、
小
切
手
に
資
金
が
不
足
し
て
い
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
銀
行
が
破
綻
し
た
場
合
な
ど
に
お
け
る
リ
ス
ク
が
伴
う
。
そ
し
て
、
預
金
通
貨
に
よ
る
弁

済
の
本
質
は
、
受
領
者
に
お
け
る
「
購
買
力pouvor

d'achat

」
の
増
加
に
ほ
か
な
ら
な
い

（
47
）
残
念
な
が
らC

A
T

A
L

A

は
、
法
律
構
成
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
「"

債
権
譲
渡cession

d
e

créan
ce

」
と
見
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
こ
に
い
う
振

込
取
引
も
、
資
金
が
欠
け
て
い
れ
ば
不
渡
の
振
込
と
な
る
も
の
だ
け
を
対
象
に
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
わ
が
国
に
お
い
て
全
銀
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て

行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
内
国
為
替
取
引
と
は
違
っ
た
対
象
を
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
代
日
本
の
テ
レ
為
替
に
参
考
と
な
る
議
論
は
、
む
し
ろ
、
現

在
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
普
及
し
て
い
るC

arte
blue

の
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
カ
ー
ド
決
済
に
関
す
る
、L

U
C

A
S

D
E

L
E

YSSA
C

ら
の
理
論
で
あ
る
（C

arte
blue

の
シ
ス
テ
ム
自
体
に
つ
い
て
は
、
柴
崎
暁
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
カ
ー
ド
の
法
律
問
題
」
個
人
情
報
専
門
誌
ア
イ
（
日
本
情
報
セ
ン
タ
ー
）
二
八
号
（
一
九
九

七
年
）
二
六
―
二
八
頁
）。
預
金
通
貨
と
い
う
名
称
は
、
そ
の
取
引
の
法
的
性
質
を
表
現
す
る
独
特
の
範
疇
で
は
な
く
、
金
銭
債
権
の
譲
渡
が
、
生
活
関
係
上

の
現
象
と
し
て
銀
行
口
座
の
利
用
、
現
金
の
省
略
と
い
う
物
体
的
属
性
を
も
っ
て
現
れ
た
と
き
に
与
え
ら
れ
る
総
称
で
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
法
的
に
は
ほ
と
ん
ど

無
意
味
に
近
い
。
ま
し
て
や
、
小
切
手
の
授
受
と
、
引
受
が
な
さ
れ
た
為
替
手
形
の
授
受
と
の
違
い
を
、
電
信
為
替
と
全
銀
シ
ス
テ
ム
と
の
相
違
を
語
り
う
る
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よ
う
な
概
念
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
48
）
破
毀
院
判
決
一
九
六
六
年
七
月
一
二
日
、D

.1966,jur.614.
（
49
）
サ
イ
ゴ
ン
控
訴
院
判
決
一
九
五
四
年
三
月
一
二
日
、B

anque,1954,521,obs.M
A

R
T

IN
(X

avier),cité
par

C
A

B
R

IL
L

A
C

,op.cit.,p.214.
（
50
）C

A
B

R
IL

L
A

C
,op.cit,n°

392.

（
51
）H

A
M

E
L

,op.cit,n°
828.

（
52
）C

A
B

R
IL

L
A

C
,op.cit,n°

394.

（
53
）
破
毀
院
商
事
部
判
決
一
九
九
五
年
一
月
一
〇
日
、R

evue
de

droit
bancaire

et
de

la
bourse,1995,n°

48.

（
54
）M

A
L

A
U

R
IE

(P
hilippe)

et
A

YN
E

S
(L

aurent),
C

ours
de

droit
civil,

tom
e

V
I,

L
es

obligations,
5

éd.,
1994,

n°
1251,

p.
740,

note
12.

が
あ
る
。

た
だ
し
論
者
は
確
実
指
図
の
類
型
の
中
に
、
銀
行
振
込
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
ま
た
、
一
部
学
説
は
確
実
指
図
を
「
精
密
に
言

え
ば
、
右
の
場
合
と
は
、
デ
ィ
マ
ン
ド
・
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
の
場
合
で
あ
る
」
と
し
て
付
従
性
の
な
い
人
的
担
保
た
るgarantie

à
prem

ière
dem

ande

と
同
視

す
る
。ST

A
R

C
K

(B
oris),R

O
L

A
N

D
(H

enri)
et

B
O

YE
R

(L
aurent),O

bligations
3.R

égim
e

général,4e
éd.,1992,n°

94,p.60.

確
実
指
図
に
あ
っ
て

は
、
被
指
図
人
の
義
務
は
資
金
関
係
と
対
価
関
係
と
の
双
方
か
ら
自
律
性
を
獲
得
す
る
。

（
55
）「
人
か
ら
人
へ
の
移
転
記
入
」
船
田
享
二
・
ロ
ー
マ
法
第
三
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
○
年
）
一
一
九
頁
。
文
書
契
約
の
一
種
。

（
56
）H

A
R

IST
O

Y,V
irem

ent
en

banque
et

cham
bres

de
com

pensation,th.P
aris,1906,p.38

et
s.,p.57

et
suiv.

（
57
）G

A
IU

S,
Institutes,

III,
130.

"a
persona

in
personam

transcriptio
fit,

veluti
si

id
quod

m
ihi

T
itius

debet,
tibi,

id
expensum

tulero,
id

est
si

T
itius

te
pro

delegaverit
m

ihi."
cité

par
H

A
M

E
L

,n°
814,p.227.

「
人
か
ら
人
へ
の
移
転
記
入
は
、
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
が
私
に
負
担
す
る
も
の
を
、
君
の
支

出
と
し
て
記
帳
す
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
が
自
分
の
代
わ
り
に
君
に
宛
て
て
、
私
を
受
益
者
と
し
て
指
図
し
た
場
合
に
行
わ
れ
る
」R

E
IN

A
C

H

(Julien),G
aius

Institutes
(C

ollection
des

U
niversités

de
F

rance,éd.L
es

belles
lettres),1950,p.118

の
仏
語
訳
に
よ
る
。
多
く
の
場
合
に
は
「
債

務
者
の
交
代
す
る
更
改
」
型
のd

e
le

g
a

tio

で
あ
る
（
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
＝
指
図
人
、
君
＝
被
指
図
人
、
私
＝
指
図
受
取
人
。
し
か
し
必
ず
し
も
指
図
人
が
被
指

図
人
に
対
し
て
資
金
債
権
を
有
し
て
い
る
必
要
は
な
い
）。
な
お
、R

E
IN

A
C

H
,

op.
cit.,

p.
117

に
よ
れ
ば
、H

uschke,
Iurisprudentiae

anteiustinianae

reliquiae
quae

supersunt,
L

eipzig,
1878

で
、
右
引
用
部
分
中“pro”

の
一
語
が
付
加
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
船
田
享
二
訳
・
ガ
イ
ウ
ス
法
學
提
要
（
一
九

四
三
＝
昭
和
一
八
年
）
二
二
三
頁
に
よ
る
と
、「
人
よ
り
人
に
移
す
記
入
は
例
え
ば
チ
チ
ウ
ス
が
予
に
對
し
て
負
擔
す
る
も
の
を
予
が
汝
に
對
す
る
支
出
と
し

て
記
入
し
た
る
場
合
、
即
ち
チ
チ
ウ
ス
が
同
人
の
爲
に
汝
を
予
に
對
し
て
代
人
と
し
て
指
圖
し
た
る
場
合
に
生
ず
」
と
あ
る
。
こ
の
法
文
か
ら
、
ロ
ー
マ
の
銀
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行
業
者
の
実
務
で
あ
る
振
込
取
引
類
似
の
行
為
に
はdelegatio

の
法
準
則
が
適
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
58
）C

A
B

R
IL

L
A

C
,op.cit,n°

376.

た
だ
し
こ
れ
は
振
込
委
託(ordre

de
virem

ent)

の
原
因
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
と
も
読
め
る
。

（
59
）H

A
M

E
L

,op.cit
n°

822.

こ
の
箇
所
でH

A
M

E
L

が
、"cause

de
paiem

ent
effectue

par
le

banquier"

と
題
し
てcause

に
言
及
し
て
い
る
こ
と
が
興
味

深
い
。
即
ち
、H

A
M

E
L

はcause

を
、
銀
行
（
こ
こ
で
は
店
内
振
込
を
想
定
し
て
い
る
）
の
、
振
込
依
頼
人
に
対
す
る
関
係
に
見
よ
う
と
す
る
（
と
読
め
る
）。

そ
こ
で
はsold

e

残
高
やou

vertu
re

d
e

créd
it

与
信
、avan

ce

前
貸
金
等
を
、
銀
行
がp

aiem
en

t

を
実
行
す
る
こ
と
の
理
由
と
し
て
あ
げ
て
い
る
（
た
だ
、

こ
こ
に
い
うcau

se

が
民
法
典
第
一
一
〇
八
条
のcau

se

、
客
観
的
原
因
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
）。
し
か
し
、
指
図
説
を
採
る
な
ら
ば
、

し
か
も
、H

U
B

E
R

T

の
よ
う
な
立
場
を
採
用
す
る
な
ら
ば
、cau

se

と
は
、
二
組
の
実
質
関
係
全
体
を
さ
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、d

élégation

に

お
け
るd

élégu
é

のen
gagem

en
t

のcau
se

そ
の
も
の
の
と
同
様
に
、
銀
行
に
よ
る
入
金
記
帳
に
はabstraction

が
認
め
ら
れ
、
実
質
関
係
の
二
つ
が
同
時

に
欠
缺
す
る
場
合
に
こ
そ
、
二
重
欠
缺
の
理
論
に
よ
っ
て
履
行
拒
絶
権
が
説
明
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

（
60
）
振
込
取
引
に
お
い
て
被
仕
向
銀
行
が
な
す
入
金
記
帳
の
性
質
が
、
指
図
の
引
受
と
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
は
、
こ
の
構
造
ゆ
え
で
あ
る
。
前
田
前
掲

「
最
判
平
八
判
批
」
一
九
八
頁
は
、
木
内
前
掲
・
金
融
法
三
三
五
頁
の
「
入
金
記
帳
＝
一
方
的
債
務
負
担
行
為
」
説
を
捉
え
、
振
込
依
頼
人
が
仕
向
銀
行
に
払

渡
し
た
消
費
寄
託
物
で
あ
る
資
金
が
「
一
方
行
為
」
の
「
対
価
」
と
な
る
こ
と
に
疑
問
符
を
付
し
て
い
る
が
、
入
金
記
帳
は
周
囲
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
切
断

さ
れ
た
抽
象
的
な
一
方
行
為
な
の
で
は
な
く
、
指
図
取
引
の
一
部
と
し
て
な
さ
れ
る
が
ゆ
え
の
片
務
性
と
「
抽
象
」
性
を
有
す
る
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

（
61
）H

U
B

E
R

T
(F

rédéric),E
ssaid'une

théorie
juridique

de
la

délégation
en

droit
français,th.P

oitiers,1899,n°
204.

（
62
）
後
藤
・
前
掲
・
振
込
・
振
替
の
法
理
と
支
払
取
引
六
三
頁
。

（
63
）
伊
藤
・
前
掲
「
平
八
判
批
」
四
三
頁
。

（
64
）
前
田
・
前
掲
「
平
八
判
批
」
三
七
頁
注
一
八
。

（
65
）
明
治
二
三
公
布
民
法
財
産
編
三
○
四
条
参
照
。
入
金
記
帳
行
為
自
体
を
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
抽
象
行
為
と
す
る
な
ら
ば
、
振
込
の
場
合
だ
け
で
な
く
、
預
金
者

と
銀
行
と
の
間
の
関
係
で
も
抽
象
性
を
認
め
な
け
れ
ば
一
貫
し
な
い
。



81 振込取引と指図の法理（柴崎 暁）

三

お
わ
り
に

﹇2
0

﹈
振
込
の
法
的
性
質

最
後
に
、
指
図
理
論
を
適
用
し
て
と
ら
え
た
振
込
取
引
を
再
定
義
し
て
お
こ
う
。
振
込
取
引
と
は
、
振
込

依
頼
人
が
指
図
人
と
な
り
、
仕
向
銀
行
を
使
者
と
し
て
、
被
仕
向
銀
行
（
被
指
図
人
）
へ
の
振
込
通
知
（
指
図
）
の
意
思
表
示
を
全
銀
シ

ス
テ
ム
に
よ
っ
て
伝
達
せ
し
め
、
被
仕
向
銀
行
が
こ
れ
を
入
金
記
帳
に
よ
っ
て
引
き
受
け
る
と
と
も
に
、
受
取
人
（
指
図
受
取
人
）
の
被

仕
向
銀
行
へ
の
直
接
の
債
権
を
生
じ
せ
し
め
、
こ
れ
を
預
金
契
約
の
効
果
に
よ
っ
て
預
金
残
高
に
組
み
入
れ
（
準
消
費
寄
託
）
る
行
為
で

あ
る
。
資
金
関
係
は
依
頼
人
・
仕
向
銀
行
間
の
準
委
任
契
約
で
あ
っ
て
、
委
任
事
務
処
理
費
用
の
前
渡
と
し
て
資
金
の
払
込
が
行
わ
れ
る
。

受
任
者
で
あ
る
仕
向
銀
行
が
委
任
事
務
を
本
旨
履
行
し
、
振
込
通
知
が
伝
達
さ
れ
る
限
り
被
仕
向
銀
行
は
仕
向
銀
行
と
の
間
の
合
意
に
基

き
、
入
金
記
帳
（
指
図
引
受
）
を
拒
み
得
な
い
た
め
、
振
込
依
頼
人
は
、
入
金
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
高
い
期
待
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

被
仕
向
銀
行
は
入
金
記
帳
に
よ
っ
て
預
金
を
成
立
さ
せ
た
以
上
、
資
金
を
仕
向
銀
行
に
対
し
て
請
求
で
き
、
日
銀
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
日
銀

支
店
内
当
座
勘
定
の
残
高
付
け
替
え
に
よ
る
銀
行
間
差
引
計
算
を
実
行
す
る
。
被
仕
向
銀
行
が
為
替
金
の
払
渡
し
を
受
け
る
前
に
預
金
が

成
立
す
る
こ
と
が
説
明
可
能
で
あ
り
、
原
因
関
係
が
存
在
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
預
金
が
成
立
す
る
こ
と
が
説
明
可
能
で
あ
り
、
振
込

依
頼
の
意
思
表
示
が
存
在
し
て
い
な
い
場
合
に
は
入
金
記
帳
は
無
効
で
預
金
は
不
成
立
と
な
る
こ
と
も
説
明
可
能
で
あ
る
。

﹇21

﹈
誤
振
込
の
本
質

「
誤
振
込
」
の
語
で
示
さ
れ
て
い
る
事
柄
に
は
、
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
る
。

振
込
の
意
思
表
示
が
不
存
在
・
無
効
で
あ
る
、
存
在
し
な
い
振
込
と
、
振
込
の
意
思
表
示
は
存
在
し
・
有
効
で
あ
る
が
原
因
関
係
の
欠
缺

す
る
有
効
な
振
込
と
が
含
ま
れ
る
。

﹇2
2

﹈
振
込
の
撤
回
不
能
性

一
旦
有
効
な
振
込
が
実
行
さ
れ
て
入
金
記
帳
が
な
さ
れ
預
金
が
成
立
す
れ
ば
、
原
因
関
係
の
存
否
に
か



82tâtonnement 10号（2008）

か
わ
ら
ず
、
こ
の
預
金
は
受
取
人
の
財
産
で
あ
る
か
ら
、
最
早
受
取
人
の
同
意
の
な
い
「
組
戻
」
は
不
可
能
で
あ
る
。
受
取
人
の
責
任
財

産
で
あ
っ
て
、
受
取
人
の
差
押
債
権
者
は
こ
れ
を
差
押
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
因
欠
缺
か
ら
生
じ
る
不
当
な
財
産
移
動
は
、
振
込
依
頼

人
か
ら
受
取
人
に
対
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
に
よ
っ
て
矯
正
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
受
取
人
の
差
押
債
権
者
に
対
し
て
第
三
者

異
議
の
訴
を
以
っ
て
執
行
を
排
除
す
べ
き
地
位
に
な
く
、
こ
の
こ
と
は
、
差
押
債
権
者
側
の
原
因
欠
缺
に
つ
い
て
の
知
・
不
知
に
か
か
わ

り
な
い
。

﹇2
3

﹈
付

論

下
級
審
裁
判
例
と
し
て
、
名
古
屋
高
判
平
成
一
七
・
三
・
一
七
金
判
一
二
一
四
号
一
九
号
お
よ
び
東
京
地
判
平
成
一

七
・
九
・
二
六
金
判
一
二
二
六
号
八
頁
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。
い
ず
れ
の
事

案
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
通
じ
て
、
振
込
依
頼
人
が
受
取
人
の
名
称
を
誤
っ
て
振
込
依
頼
を
行
い
、
受
取
人
取
引
停
止
処

分
の
後
に
入
金
記
帳
が
な
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
振
込
依
頼
人
が
被
仕
向
銀
行
に
組
戻
を
す
る
よ
う
求
め
た
と
こ
ろ
組
戻
へ
の
受
取
人

の
明
ら
か
な
同
意
が
得
ら
れ
な
い
う
ち
に
被
仕
向
銀
行
が
受
取
人
に
対
し
て
行
っ
た
貸
付
債
権
を
自
働
債
権
と
し
て
こ
の
預
金
債
権
の
相

殺
を
行
い
、
そ
こ
で
、
振
込
依
頼
人
が
被
仕
向
銀
行
を
相
手
に
不
当
利
得
の
返
還
を
求
め
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
前
者
で
は
取
引
停
止

処
分
の
同
日
に
振
込
が
あ
り
、
後
者
で
は
取
引
停
止
処
分
後
一
ヶ
月
以
上
後
に
な
っ
て
振
込
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
振
込
依
頼
の
意

思
表
示
に
お
い
て
錯
誤
無
効
は
申
し
立
て
ら
れ
て
お
ら
ず
重
過
失
の
有
無
に
つ
い
て
も
判
断
さ
れ
て
い
な
い
。
結
論
と
し
て
、
事
案
は
、

依
頼
人
の
受
取
人
に
対
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
に
よ
っ
て
決
着
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
被
仕
向
銀
行
に
請
求
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
東
京
地
判
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
と
思
わ
れ
る
）
因
果
関
係
の
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、
お
そ
ら
く
、
判
旨

は
、
騙
取
金
銭
不
当
利
得
に
関
す
る
著
名
な
事
件
で
あ
る
、
利
得
と
損
失
の
「
社
会
通
念
上
の
因
果
関
係
」
を
援
用
し
た
最
判
昭
和
四

九
・
九
・
二
六
等
に
依
っ
て
、
振
込
依
頼
人
に
よ
る
価
値
追
跡
を
認
め
よ
う
と
し
た
も
の
と
想
像
で
き
る
。
も
し
「
公
平
の
理
念
の
実
現

の
見
地
」
に
立
っ
て
社
会
通
念
上
の
見
地
か
ら
「
実
質
的
に
判
断
」
す
べ
き
事
柄
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
利
得
と
損
失
の
因
果
関
係
、

（
66
）

（
70
）

（
67
）

（
68
）

（
69
）
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即
ち
、
Ｘ
と
Ｙ
（
略
符
は
注
（
68
）
の
事
実
関
係
を
み
よ
）
と
を
以
っ
て
利
得
当
事
者
と
す
べ
き
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
仮
に

判
旨
が
い
う
よ
う
に
、
Ｙ
が
相
殺
に
よ
っ
て
得
た
自
ら
の
（
預
金
払
戻
）
債
務
を
免
れ
る
と
い
う
「
利
得
」
に
つ
い
て
そ
の
「
原
因

c
a

u
sa

」
を
探
求
せ
よ
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
相
手
方
（
Ａ
＝
受
取
人
）
に
対
し
て
有
し
て
い
た
（
貸
金
）
債
権
の
消
滅
と
い
う
不
利

益
の
受
忍
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
相
殺
と
い
う
制
度
自
体
そ
の
構
造
の
内
部
で
財
貨
の
往
復
的
増
減
は
正
当
化
済
み
で
あ
る
。
も
し
こ
こ
に

不
当
利
得
が
あ
り
得
る
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
受
働
債
権
が
も
と
も
と
他
人
に
帰
属
す
る
か
、
権
利
者
に
よ
る
処
分
が
法
的
に
凍
結
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
場
面
（
強
制
執
行
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
よ
う
な
場
合
は
そ
も
そ
も
相
殺
適
状
に
あ
た
ら
な
い
。
不
当
利
得
の
一
般
的
成

立
要
件
で
あ
る
財
貨
移
動
の
直
接
性
を
最
も
厳
格
に
考
え
れ
ば
、
Ｘ
Ｙ
の
間
に
は
そ
れ
が
あ
る
か
は
疑
わ
し
い
。
成
程
、
近
時
判
例
・
学

説
と
も
に
直
接
性
を
緩
和
し
て
い
る
か
ら
、
振
込
委
託
契
約
と
銀
行
間
入
金
委
託
契
約
と
が
事
実
上
不
可
分
の
契
約
で
あ
る
と
観
念
す
る

な
ら
ば
、
こ
こ
に
社
会
通
念
上
の
因
果
関
係
を
見
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
振
込
資
金
は
Ｘ
（
依
頼
人
）→

Ｂ
（
仕

向
銀
行
）→

Ｙ
（
被
仕
向
銀
行
）
へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
委
任
契
約
に
基
き
委
任
事
務
処
理
費
用
の
前
渡
と
し
て
出
捐
さ
れ
、「
そ
の

財
貨
」
は
さ
ら
に
Ｙ
の
財
産
圏
域
を
超
え
て
入
金
記
帳
に
よ
っ
て
一
旦
Ａ
（
受
取
人
）
の
一
般
財
産
に
至
り
、
最
後
に
相
殺
に
よ
っ
て
被

仕
向
銀
行
Ｙ
の
満
足
に
至
っ
た
（
社
会
通
念
上
Ｘ→
Ｂ→

Ｙ→

Ａ→

Ｙ
）。
し
か
し
な
が
ら
、
財
貨
移
動
の
そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
を
見
れ
ば
、

そ
こ
に
必
然
的
な
連
鎖
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
Ｘ
が
提
供
し
た
資
金
は
一
旦
Ｂ
の
一
般
財
産
と
な
り
、
Ｂ
か
ら
Ｙ
へ
の
為
替
金
の
移
転

に
つ
い
て
は
、
改
め
て
Ｂ
の
財
産
中
よ
り
任
意
の
部
分
が
出
捐
さ
れ
る
に
至
る
に
と
ど
ま
る
（
し
か
も
多
銀
行
間
交
互
計
算
に
よ
る
決
済

で
あ
る
か
ら
資
金
の
特
定
性
な
ど
存
在
し
な
い
）。
そ
れ
は
さ
ら
に
続
行
さ
れ
る
Ｙ
か
ら
Ａ
へ
の
出
捐
（
入
金
記
帳
）
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
過
程
で
財
産
は
現
実
に
混
和
を
繰
り
返
し
特
定
性
を
失
う
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
と
し
て
連
続
し
た
現
象
に
見
え
て

も
、
法
的
な
因
果
性
を
切
断
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ほ
か
に
な
い
。
し
か
も
こ
の
過
程
の
い
ず
れ
も
が
不
当
性
を
持
た
な
い
（
法
律
上
の
原

因
に
基
く
）
の
が
こ
の
取
引
の
特
徴
で
あ
る
。
唯
一
、
Ｘ
と
Ａ
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
、
原
因
関
係
の
欠
缺
に
も
拘
ら
ず
Ｘ
の
財
産
が

（
71
）
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減
少
し
こ
れ
に
因
り
Ａ
の
財
産
が
増
加
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
出
捐
は
矯
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
即
ち
「
法
律
上
の
原
因
を
欠
く
」

の
で
あ
る
。
振
込
取
引
の
他
の
い
ず
れ
の
過
程
に
も
自
足
的
な
財
貨
移
動
の
正
当
化
事
由
が
存
し
、
そ
れ
ら
は
Ｘ
Ａ
間
の
原
因
関
係
の
存

否
に
は
初
め
か
ら
無
関
係
な
行
為
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
の
過
程
は
、
三
者
不
当
利
得
類
型
の
う
ち
「
直
線
連
鎖
型
」
で

な
く
「
複
合
型
」
に
属
す
る
。
と
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
の
原
因
欠
缺
の
問
題
は
、
原
因
の
欠
缺
す
る
当
事
者
間
の
み
で

処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
を
外
部
へ
波
及
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
振
込
依
頼
人
の
損
失
は
、
振
込
依
頼
人
が
受
取
人
か
ら

そ
の
対
価
に
相
当
す
る
何
物
か
を
受
領
す
る
こ
と
な
く（
ま
た
は
そ
の
対
価
の
欠
缺
に
代
償
性
を
有
す
る
恵
与
意
思
を
生
じ
る
こ
と
な
く
）

受
取
人
に
財
貨
を
取
得
せ
し
め
る
結
果
を
生
じ
た
こ
と
に
因
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
ひ
と
た
び
取
得
さ
れ
た
財
貨
の
事
後

処
分
に
過
ぎ
な
い
Ｙ
と
の
相
殺
に
よ
っ
て
生
じ
た
第
三
者
た
る
Ｙ
の
「
利
得
」
と
の
間
に
は
因
果
関
係
は
存
し
な
い
。

（
66
）
最
高
裁
平
成
八
年
四
月
二
六
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
民
集
五
〇
巻
五
号
一
二
六
七
頁
。

（
67
）
名
古
屋
高
判
平
成
一
七
・
三
・
一
七
（
金
判
一
二
一
四
号
一
九
頁
）
で
は
、
受
取
人
の
同
意
の
あ
る
「
組
戻
」
の
準
備
が
完
了
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と

が
問
題
と
さ
れ
た
が
、
受
取
人
の
同
意
の
あ
る
「
組
戻
」
が
実
行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
受
取
人
が
他
人
の
受
託
者
と
し
て
預
金
を
暫
定
的
に
保
管

し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
事
例
で
あ
っ
た
。
相
殺
権
の
濫
用
に
よ
り
相
殺
が
無
効
で
あ
る
と
の
判
示
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
相
殺
が
無
効
で
あ
れ
ば
預
金
は
消

滅
し
て
お
ら
ず
、
依
然
と
し
て
受
取
人
の
財
産
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
依
頼
人
―
受
取
人
間
に
お
け
る
不
当
利
得
は
と
も
か
く
と
し
て
、
依
頼
人
の
被
仕
向
銀

行
に
対
す
る
不
当
利
得
債
権
の
発
生
を
基
礎
付
け
る
べ
き
、
被
仕
向
銀
行
の
利
得
も
、
そ
れ
と
因
果
関
係
の
あ
る
依
頼
人
の
損
失
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、

相
殺
無
効
の
判
示
と
主
文
と
が
抵
触
す
る
と
い
う
問
題
を
呈
し
て
い
た
。
類
似
の
事
案
で
あ
る
東
京
地
判
平
成
一
七
・
九
・
二
六
金
判
一
二
二
六
号
八
頁
で
は
、

相
殺
権
濫
用
の
主
張
は
正
当
に
も
排
斥
さ
れ
た
。
し
か
し
同
判
決
で
も
依
然
と
し
て
、
依
頼
人
の
損
失
は
誤
振
込
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
っ
て
、

被
仕
向
銀
行
に
よ
る
相
殺
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
と
の
問
題
が
残
る
。
相
殺
に
よ
る
債
権
者
間
の
不
公
平
は
、
倒
産
法
制
に
お
け
る
相
殺
制
限
に
委

ね
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
不
当
利
得
法
理
を
歪
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。

（
68
）
判
旨
は
、
被
仕
向
銀
行
（
Ｙ
）
に
よ
る
相
殺
は
濫
用
で
は
な
い
と
し
た
上
で
、
本
件
で
は
、
依
頼
人
（
Ｘ
）
が
本
件
誤
振
込
み
さ
え
し
て
い
な
け
れ
ば
、
Ｘ

（
72
）

（
73
）
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は
本
件
誤
振
込
金
相
当
額
の
事
実
上
の
損
失
を
免
れ
た
は
ず
で
あ
る
と
こ
ろ
、
Ｙ
は
、
誤
振
込
に
よ
っ
て
成
立
し
た
預
金
を
相
殺
し
て
受
取
人
（
Ａ
）
へ
の
貸

金
債
権
の
満
足
を
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、
①
「
Ｘ
の
損
失
の
も
と
で
、
本
件
誤
振
込
金
相
当
額
を
利
得
し
た
も
の
と
い
え
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
形
式
的
に
み
れ

ば
、
Ｙ
は
、
Ｙ
の
Ａ
に
対
す
る
貸
金
債
権
等
と
Ａ
の
Ｙ
に
対
す
る
預
金
債
権
と
を
対
当
額
で
相
殺
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｙ
の
利
得
は
法
律
上
の

原
因
を
欠
く
と
は
い
え
な
い
（
し
た
が
っ
て
、
Ｘ
が
Ｙ
に
対
し
て
本
件
誤
振
込
金
相
当
額
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
取
得
す
る
こ
と
は
な
い
）
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
」。
②
「
し
か
し
、
そ
も
そ
も
不
当
利
得
の
制
度
の
本
質
は
、
形
式
的
・
一
般
的
に
は
正
当
視
さ
れ
る
財
産
的
価
値
の
移
動
が
、
実
質
的
・
相
対
的
に

は
正
当
視
さ
れ
な
い
場
合
に
、
公
平
の
理
念
に
従
っ
て
そ
の
矛
盾
の
調
整
を
試
み
る
こ
と
に
あ
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
Ｘ
が
Ｙ
に
対
し
て
本
件
誤
振
込
金
相
当

額
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
取
得
す
る
か
否
か
（
Ｙ
の
利
得
が
法
律
上
の
原
因
に
基
づ
く
も
の
と
い
え
る
か
ど
う
か
）
に
つ
い
て
も
、
形
式
的
に
こ
れ
を
判

断
す
る
の
で
は
な
く
、
公
平
の
理
念
の
実
現
の
見
地
に
立
っ
て
、
実
質
的
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」。
③
「
振
込
取
引
に
お
い
て

は
、〔
中
略
〕
入
金
記
帳
が
さ
れ
る
ま
で
は
、〔
中
略
〕『
組
戻
し
』
と
い
う
手
続
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
入
金
処
理
完
了
後
で
あ
っ
て
も
、
受
取
人
の
承
諾
が

あ
れ
ば
、
組
戻
し
の
依
頼
に
応
じ
る
取
扱
い
が
さ
れ
て
い
る
」。
④
「
し
か
し
、
誤
振
込
を
し
た
振
込
依
頼
人
の
中
に
は
、
た
ま
た
ま
受
取
人
の
所
在
が
不
明

で
あ
っ
た
た
め
に
、
受
取
人
か
ら
組
戻
し
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
者
も
い
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
振
込
依
頼
人
に
対
し
て
さ
え
救
済

手
段
が
残
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
、
振
込
取
引
制
度
が
多
数
か
つ
多
額
の
資
金
移
動
を
円
滑
に
処
理
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
る
と
は
い
え
、
制
度
と
し

て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。」
⑤
「
む
し
ろ
、
振
込
取
引
制
度
を
運
営
す
る
銀
行
に
対
し
て
は
、
振
込
依
頼
人
か
ら
受
取
人
の
所
在
が
不
明
で
あ
っ
て
組
戻

し
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
に
つ
い
て
相
当
の
説
明
を
受
け
た
場
合
に
は
、
誤
振
込
み
を
し
た
振
込
依
頼
人
に
救
済
の
機
会
を
残
す
た
め
に
、
誤

振
込
み
の
事
実
の
有
無
の
確
認
に
努
め
、
そ
の
間
、
受
取
人
の
預
金
口
座
に
入
金
記
帳
さ
れ
た
当
該
振
込
み
に
係
る
金
員
を
受
取
人
の
預
金
と
は
区
別
し
て
管

理
す
る
な
ど
の
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。」
⑥
「
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
銀
行
が
、
振
込
依
頼
人
か
ら
受
取
人
の
所
在
が
不

明
で
あ
っ
て
組
戻
し
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
に
つ
い
て
相
当
の
説
明
を
受
け
て
い
な
が
ら
、
誤
振
込
み
の
事
実
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
の
な

い
ま
ま
、
受
取
人
に
対
す
る
債
権
を
も
っ
て
当
該
振
込
み
に
係
る
預
金
債
権
を
相
殺
し
て
、
自
ら
の
債
権
回
収
を
敢
行
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
の
債
権
回

収
は
、
振
込
依
頼
人
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
は
、
法
律
上
の
原
因
を
欠
き
、
不
当
利
得
と
な
る
も
の
と
解
す
る
の
が
公
平
の
理
念
に
沿
う
も
の
と
い
え
る
。」

⑦
「
Ｙ
は
、
Ｘ
か
ら
、
Ａ
の
所
在
が
不
明
で
あ
っ
て
組
戻
し
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
を
十
分
に
説
明
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
（〔
中
略
〕

Ｙ
内
部
に
お
い
て
本
件
預
金
口
座
に
入
金
記
帳
さ
れ
た
一
一
九
万
余
円
が
誤
振
込
み
に
係
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。）。」
⑧
「
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｙ
は
、
Ｘ
に
救
済
の
機
会
を
残
す
こ
と
な
く
、
本
件
相
殺
を
敢
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
上
記
の
よ
う
な
本
件

に
お
け
る
具
体
的
な
事
情
に
鑑
み
る
と
、
Ｙ
の
本
件
誤
振
込
金
相
当
額
の
利
得
は
、
Ｘ
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
は
、
法
律
上
の
原
因
が
な
く
、
不
当
利
得
と
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な
る
も
の
と
解
す
る
の
が
不
当
利
得
の
制
度
の
本
質
で
あ
る
公
平
の
理
念
に
沿
う
も
の
と
い
え
る
」

（
69
）
な
お
、
依
頼
人
に
よ
る
受
取
人
の
同
一
性
に
関
す
る
錯
誤
が
仕
向
銀
行
に
よ
っ
て
誘
導
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
重
過
失
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
場
合
に

は
、
振
込
取
引
は
全
体
と
し
て
無
効
で
あ
る
か
ら
、
資
金
は
仕
向
銀
行
か
ら
依
頼
人
に
返
還
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
と
き
で
さ
え
、
依
頼
人
は
仕
向
銀
行

を
相
手
に
資
金
を
取
り
戻
す
の
で
あ
っ
て
、
被
仕
向
銀
行
か
ら
で
は
な
い
。
仕
向
銀
行
の
無
資
力
危
険
を
依
頼
人
が
負
担
す
る
形
と
な
る
が
、
仕
向
銀
行
を
敢

え
て
選
択
し
た
の
は
依
頼
人
自
身
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
正
義
に
適
う
。

（
70
）
民
集
二
八
巻
六
号
一
二
四
三
頁
。

（
71
）
四
宮
和
夫
・
前
掲
事
務
管
理
・
不
当
利
得
六
五
―
六
七
頁
。

（
72
）
四
宮
・
前
掲
書
二
一
三
頁
。

（
73
）
さ
ら
に
、
判
旨
⑦
は
、
Ｙ
の
「
認
識
」
を
問
題
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
最
判
昭
和
四
九
年
が
受
領
者
側
が
悪
意
で
あ
れ
ば
騙
取
金
銭
追
及
の
対
象
と
な
る

と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
詳
細
に
は
ふ
れ
な
い
。

（
早
稲
田
大
学
准
教
授
）


